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序文

本年度(平成18年度)は、亀ヶ岡文化研究センターが設立されて2年目の年であった。同センター

の活動の一環として、 8月には日本考古学ゼミナールが中心になって、青森県三戸郡三戸町杉沢遺跡

を発掘調査することができたc これによって、亀ヶ岡文化研究センターの研究資料と良好な展示資料

を収集することができた。考古学実習として参加した学生は、発掘調査が初体験のものばかりで、土

器や石器が出土するたびに喜びの声をあげていた。この資料は、現在、発掘に参加した 2年生・ 3年

生が中心になって、整理・復元・図化を進めており、報告書の刊行は来年度を目標としている O

初夏(6月17日)には、青森県考古学会を弘前大学人文学部305講義室で開催し、亀ヶ同文化研究

センターの展示室を公開した。参加者は約100名で、研究発表には、弘前大学大学院人文社会科学研

究科の学生も参加した。秋(10月 10 日 ~11 月 10 日)には、亀ヶ同文化研究センターの展示室で、第 2

回目のミニ特別展「森吉山麓の亀ヶ同文化」を行い、会期中に、野村崇先生の講演会「北海道の亀ヶ

同文化Jをおこなった。ミニ特別展「森吉山麓の亀ヶ同文化」の入場者は約1.300人であった。

こうした中で、日本考古学ゼミナールの目標である「亀ヶ岡文化の遺物を一つでも余計に拓本や実

視1.¥図をとって公開する」という地道な研究活動も継続的に行って来た。これらの実測図・拓本図は、

考古学ゼミナールの学生が中心になって作成したものである O 本書はその成果で、日本考古学研究室

研究報告としては第5冊目にあたる O 収録した亀ヶ同文化の遺物は、青森県十和田市明戸遺跡・外ヶ

浜町宇鉄遺跡・階上町滝端遺跡の土器が中心であるが、その他のものとして秋田県北秋田市桂の沢遺

跡の遮光器土偶などを含めた。

とくに明戸遺跡の土器群の実測図作成については、平成12年度以来、考古学ゼミナールの学生が継

続的に取り組んできたが、まだ整理は完了していない。しかし、実測図が250を越すにいたったので、

十和田市教育委員会の大久保学氏の協力を得て、公表することにした。

本書『亀ヶ岡文化遺物実測図集(3)J を作成するにあたって、ご指導・ご助言をいただいた関係機関・

個人の方々は、次の通りである(敬称略、順不同)。記して感謝の意を表したい。

村越 潔・関根達人、藤原二郎、瀬川 滋、青森県立郷土館(福田友之・相馬信吉・斎藤岳)、

青森県埋蔵文化財調査センター(工藤 大)、秋田県埋蔵文化財センター北調査課(小林 克・武藤

祐浩・山田祐子)、北秋田市教育委員会(木村正彦・細田昌史)、十和田市教育委員会(山崎 武・大

久保学)・十和田市郷土館、外ヶ浜町育委員会(駒田 透)、東北大学文学部考古学研究室(須藤 隆)、

階上町教育委員会(森 淳)、野辺地町立歴史民俗資料館(駒井智弘)、宮城県教育委員会(菊地逸夫人

宮城県多賀城跡調査研究所(小井川和夫人東北歴史博物館(丹羽 茂)、弘前市教育委員会(宮川慎

一郎、佐藤一憲)。

平成19年2月 弘前大学 人文学部 日本考古学研究室

弘前大学人文学部附属 亀ヶ同文化研究センター

藤沼邦彦



凡例

1.弘語大学人文学部司本考古学ゼミナールでは、弘前大学が亀ヶ語文化の遺跡や遺物に恵まれてい

る地域に立地するという立場を科用して、亀ヶ関文化の研究を大きな課題として取り上げている。

したがって、一昨年款に設立した人文学部前購亀ヶ関文化訴究センターとも連携しながら活動をし

ている。本書は、日本考古学ゼミナールで作成した実調図・拓本・文様展開模式問の集成であるが、

ヶ関文北研究センターの活動の成果でもある。

2. 関の作成には、弘前大学大学院人文社会科学研究科学生(横山寛剛・ . ，~田

と日本考古学ゼミナールの4年生(磯前和口・山田敏子)が中心となり、それに3

城朋美・佐藤信人・須藤真由美・槻木孝則・丸川優多血宮本明日香)、 2年生(五十嵐 愛・大和

田麻未・棲田智恵・佐藤夏子・ -中村祐宇樹・長谷川札・

徹)が参加した。また人文社会科学研究科修了生(蔦111貴祥・小向 良人

木下梨恵)が作成した図面も含まれている。 も拓本や文様展開菌の作成にかかわっ

-秋出真吾で行い、

3.造物の実灘関の縮尺は、 3分の lを家出としたが、東北大学文学部で所載する

関は2分の 1で示した。

4.亀ヶ詞式土器の文誌について、その構成・単位・描く手JI援などを考えるために、

や展開模式図をできるだけ作成したのこの拓本や模式図の縮尺は不同で、ある。

5. 土器の実測図を作成するには、(掬スカイサ…ベイのマイブンスコープの I型と E型を活用した。

6.本書の刊行に際し、平成18年度の弘前大学人文学部長の裁量経費の大部分と弘前大学学長重点研

ヶ開文仕の研究とそれに基づく展示活動(ミニ博物館活動)の運営・請究J費の一部をあて

1明戸遺跡
2字鉄遺跡
3 j竜藩遺跡
4寺下遺諒
5干曳遺跡
6陣場111原遺跡
7薬師遺跡
8湯ノ沢遺跡
9大曲皿号遺跡
10青鹿長根遺跡
11宮田遺跡
12桂の沢遺跡
13天王寺遺跡
14北小松・西岩田遺跡

6 
研究報告Sでとりあげた遺跡
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1 .青森県十和田市明戸遺跡出土の

亀ヶ岡式土器について

藤沼邦彦・小向 良・久末恵輔・津田恭平・大久保学



1 .青森県十和田市明戸遺跡出土の亀ヶ岡式土器について

藤沼邦彦・小向 良・久末恵輔.?幸田恭平・大久保学

はじめに

明戸遺跨は、奥入瀬市水系に位置する縄文時代前期~晩期の大きな遺跡であるの1982・19お年の十

和田市教育委員会の発掘調査によって、晩期の土坑墓や遺物包含!警が検出され、大量の遺物が出土し

た。主要な遺構や遺物;土、十和田市教育委員会によって報告されたが、大部分の土器は未整理のまま

十和田市郷土館lこ保管され、一部は展示に利思されていた。出土品の内容は、青森県教育委員会の福

田友之氏から知らされていたので、平成12年に初めてゼミを開講した弘前大学人文学部日本考古学研

究室では、明戸遺跡出土の亀ヶ同式土器を整理・研究することを課題のーっして取り上げた。しかし、

晩期の遺物は多数あり、誕生したばかりのゼ、ミナールの教員と学生にとって、大きな警のよう

であった。平成12年以来今日まで、多くの学生(小向良・大末恵輔 .i事由恭平・磯前和己など)が、

未発表資料の学術資料化に取り組んできたが、まだ全体像を把握していない。しかし、 250点をこす土

いて実灘間・拓本国・文様展開模式図が作成されたので、 ト和国車教育委員会の大久保学氏の

協力を得て、公表することにした。まとめるには、津田と藤沼が中心となったが、秋山案否・磯前利

己などの多大な協力を得た。 ト和田市教育委員会の大久保学氏には、遺跡の状流などを担当してもら

つにつ会お、実測国化のまだ、持わっていない遺物も少量残っているので、これからも津田を中，心に作

を進め、土器の器撤の組成比などを明らかにし、晩期土器の全体像の把掘につとめるつもりであるら

O 明戸遺諒の状況(位寵・立場など)

遺跡は、青森県十和田市大字滝沢字明戸 し、 とよばれる集落の東に位置する縄

文時代前期から晩期にかけての大きな遺跡である。国Iの中心部である市役所からほぼ真甫9.6切の所に

あり、奥入瀬川の支流後藤111と大沢と通称される小JIIが合流する関にはさまれた標高約100mのき状

台壇上に立地する

明戸遺罫の小学は明戸であるが、一帯の集落 と呼ばれているの明戸という小字名はあまり知

られていない。そのため、明戸遺跡はかつて集落名をとって「高屋遺跡jとよばれていたっ

郷土館の大高コレクションに含まれる高屋遺跡、出土品や f日本原始美術 1 縄文土器にある高屋遺

跡出土の大漏 C1式の大型査などは現在の明日遺跡の出土品であろう O その後、小川(大沢)をはさ

んだ明戸遺跡、の西側に、縄文土器を出す地点が確認され、小字が高屋で為ることから「高居遺跡Jと

名付けられ、これまでの「高麗遺勝=明戸遺罫Jと混乱するようになったc 平成10年の『青森県遺跡

地国jでは、明戸遺捗(大字滝沢字明戸)と高層遺跡(大学滝沢宇高屋)として別々の遺跡、と登載し

ているが、立地から考えて一つの遺跡としてまとめることもできそうである

平成17年に遺勝田辺の分布調査をしたところ、関田工事された部分では遺物を晃つけることができ

なかったが、畑地には広い範囲に縄文時弐前期~晩期の遺物が散布していたむ高屋集落の共同基地で

は、土取りの新面に竪穴住居跨やブラスコ形常設穴などの遺壌が露出し、円簡下層式土器の破片が散

布していたの地形留 (9頁)では、明戸遺跡と高屋遺跡の範囲を示し、境期の土器が譲密に散布する

地点、を明示した。

O 明戸遺跡の調査の鹿史

遺誌が、遺跡として確認されたのは、 1966年のことで、諸国工事の際に数留の完形土器が出土

したことが発端であるというしかし、1964年発行の f吉本原始美術1-縄文土器jに、高屋遺跡(明

言
書
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戸遺跡のこと)出土の大型査が掲載されているので、これ以前から出土品があったことが分かる(こ

の大型査については後述する)。また、出土した年代は不明であるが、青森県立郷土館に寄贈された「大

高(風韻堂)コレクション」にも高屋遺跡(明戸遺跡のこと)出土品として、鮫歯形の石製垂飾品と

後期の注口土器が含まれている(青森県立郷土館1996)0

1966年の開田工事の際に出土した数個の完形土器が、いつの時代のものであるかは不明であるが、

その後の調査から考えて、縄文土器であったことは間違いなかろう O このときに発掘調査がなされた

という O その後、遺跡の一部で、再び畑地の削平・整地が計画されたため、十和田市教育委員会は、

1982年に予備調査を行い、1983年に本調査を実施した。

1 ) 1966年の発掘調査

1966年に行われた開田工事の際に数個の完全な土器が出土したことを端緒として行われた発掘調査

である O この調査によって、縄文時代早期~晩期の土器や石器、獣骨が出土し、竪穴住居跡も発見さ

れたという(十和田市教育委員会1984)0早期のものは土器片 1点であるO しかし、発掘報告書は刊

行されていないため、調査の内容は不明であるO また調査後おこなわれた工事で、遺跡はかなり削平

され、原地形はかなり変わったようである(青森県教育庁文化課1983)口

2) 1982年の発掘調査

この調査地点は、 1966年の開田工事から除外された畑地で、 1966年の発掘調査区の西約20mにあた

る口この地点を含めた畑地の削平・整地が計画されたため、十和田市教育委員会(調査担当、青森県

教育庁文化課)が本調査に先立ち、予備調査を行ったもので、調査概報が刊行されている(青森県教

育庁文化課1983。以下「調査概報Jと表現)。以下は「調査概報』によって記述した。

遺構は縄文時代前期の士坑2基が検出された。また、前期・中期・晩期の遺物が多数出土したが、

後期のものは少量であった。

晩期の土器は、すべての型式(大洞B式~大洞正式)が出土したが、中心は大洞 C1式と大洞 C2式

であるO 晩期のものとされる特徴的な石製品として、異形石器・独鈷石・岩偶・岩版・石万・石剣・

石棒が、土製品として遮光器土偶・動物形土製品(中空土製品)・士版・耳飾り・土器片円盤がある O

そのほか、骨角製品(尖頭器の破片)や隼胎漆器らしい破片も晩期のものとされている O

3) 1983年の発掘調査

十和田市教育委員会(調査担当、青森県教育委員会の福田友之)が行った本調査は、前年の予備調

査区とその西側、あわせて450ぱを発掘対象面積としたものである O 十和田市教育委員会から「明戸

遺跡発掘調査報告書Jl (十和田市教育委員会1984。以下「調査報告書』と表現)が刊行されている O

以下は『調査報告書』に基づく記述である O

調査区におけるグリット配置は9頁の通りである O 調査の結果、縄文時代の竪穴住居跡15軒(前期

3軒、中期11軒、時期不明 1軒)、前期・中期・晩期の貯蔵穴などの士坑27基以上(前期18基、中期4基、

晩期3基)、士坑墓24基以上(中期2基、晩期20基、時期不明2基)、埋斐炉 1基(中期)、遺物包含

層が検出された。士坑墓では、人骨やベンガラ、装身具などが検出されたものがあるO また、遺物包

含層・貯蔵穴・士坑墓などから、前期から晩期にかけての遺物が多数出土したが、後期のものは比較

的少ない。

晩期の土器は、主として遺物包含層から出土した。大洞BC式から大洞正式まであるが、量的に多

いのは、大洞 C1式と大洞 C2式で、復元可能なものとほぼ完形のものをあわせると約150点あるという O

しかし、「調査報告書』に載っている土器の実測図は23点のみである O 晩期のものとされる特徴的な

石製品として、岩版・刻線喋・板状石製品・石棒・石剣・石万・軽石製品・球状石製品・石製装身具(小

玉・十字形垂飾品)があるO また、晩期のものとされる特徴的な土製品として、袖珍土器(超小型土

器)・士版・動物形土製品・匙形土製品・土製笛・土器片円盤・円盤状土製品・球状土製品・耳飾り・
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土製玉などがある

O 現戸遺接の基本譜位

lヲ83年の本調杢における基本層住辻、報告書によると第 I層~第立憲で、!曹は9枚で、あるが、第E

警は3枚に、第N層は2枚に輯分されるという O 遺物包含層は、表土の第 I層を除くと、第H層(晩期j)・

第E層(晩期)・第N)替(晩期~中期)・第V層(中期初~前期末)・第百層上面(前期末)の 5枚であるC

包含層の第H層~第N掛から出士した士器の大部分は晩期の土器で、大洞 C1式と大洞 C2式が中心で

ある O 第VI層は中搬浮石層で、上面から前期末の土器が出土したが、それ以下は無遺物層である苧晩

期の土器群に層位による年代差(型式)があるのかどうかは、報告書の記載から読み取ること誌でき

ない。私たちゼミナ…ルでの調査でも、まだ、土器の全体操を把握できない状態にあるが、境期の土器

の中心:立大詞 C1式~大柄 C2式である。実灘関には土器の誌記を参考のため添えた(誌記がないもの

もある入詰期と中期の遺物は遺構から出土したものが多いむ

明戸遺誹出土の亀ヶ関式土器の紹介

今回紹介する士器は冒頭でも述べた様に、 1982・1983年に十和田市教育委員会が発掘調査し、十和

田市郷土館で保管されていたものである C しかし、調査の残りがあり、まだ全体像を把握するい五っ

ていないので、器種の組成などは詳しく検討することができない状態である G したがって以下に述べ

る器種・器形・文様についての分析は、実現1図を作成した土器に誤定されていることを述べておくむ

-器種・器彰分類

器種の分類は実瀧留を もの256立にi衷定した。 -事ゑ・浅諒・服・壷・注口・香炉形な る。

口と香炉彰以外のものについては、頭部最小径・体部最大径、器高ー口径を用いて分類した。破損

によって値を計測できない土器に関しては、 I:6;Fの断面や傾念、口縁部の形態といっ

性から、分類を行った。

注口は、体部に注口部が付くものであるC

香炉形は、体部上半に透かし文様があるものである

壷は、頭部(最小)径と体部最大径の比が、0.75以下となるものであるc

深鉢は、器高と口径の比が，1.0以上となるものであるs

鉢は、器高と口径の比が、立5以上1.0未i誌となるものであるむ

浅誌は、器高と口径の比が，0.3以上0.5未溝となるものである

1lIlは、器高と口径の比が，0.3未満となるものである。

以下に各器種の器形分類にゥいて述べる 00頁)。

深鉢

j菜鉢は、口禄部の屈曲の右無・装飾の宥無、台部の有無から以下の4つに大関したG

I類(国1~ 6) 

口縁部が居畠し、 j之総が接されるものひ顎蔀が形或され、禁文のものが多いが、中には頚部に

が施されるものもある{関 1) 

立類(国7. 8) 

口縁部が屈曲し、沈線が施されないもの Q

凹類(図9-----20) 

口縁部が屈曲しないもの。中には口縁部内面が肥厚するものがある(図14)号

つd



百類(国21~23) 

口縁部が屈曲し、沈糠が施されるものC 台部を伴う C 他の類型よりも装能性が高く、頚部直下

される。中には文様が施されるものもあり、台付鉢1-立類と似た特徴を持つ(図21・22)

鉢

口縁部の居畠の有紫、頚部の輔、台部の有無によって以下の6つに大別したc

I 類(図24~75)

口縁部が題畠し、やや騒が広い頚部を形成するものC 台部を{辛うむ頚部室下に突起が配置されるもの、

f本部に文様が施されるものが多い。台村浅鉢に1LJ.た特徴を持つものもある〈冨73・74)0

E 類(図76~99)

日縁部が屈曲し、幅が狭し

多い。

m類(凶100)
口縁部が屈曲せず、丸く立ち

W類(図101~ 105) 

口縁誌が窟曲し、騒がJAlt

V類〈国106~129) 

口縁部が題曲し、幅が狭し

(図130~144) 

会形成するものc 台部を{半う に突起が配量されるものが

もの。台部を伴う。

を形成するもの。

を形成するものc

口縁部が屈曲せず、立ち上がるものO 口縁部に文様が施されるものがある(図134・135・143・

144) 

浅鉢

口縁部の自畠

I 顎〈圏145~1る1)

によって以下の4つに大別し

日縁部が窟詰せず¥やや なるものむえま気味で、表部に沈裁がえく施されるものが多いっ

口縁部が平縁で崩酉に刻日がめぐるものが多い。

廷類(図162~165) 

口縁部が屈曲せず、やや直線気味に外に聞くものO 平底で、

される O

m類(図166~168) 

口縁部が題曲し、幅の狭し

(図98・99・169)

日誌部が富岳し、轄の広し

を持つもの。

ものむ台部を伴う

に突起や装師的な彰り込みが施

、間98・99は、 i支鉢(器高と口密の比が0.3以上0.5未満〉であるが、内00-外面に炭化物が甘藷し、

台部が三次過熱により赤変しているため、同じ特徴をもっ鉢のところに掲載したc

皿

凱は、口縁部の屈曲の右無、台部の有無によって以下の3つに大別したG

I 類(図170~195) 

口鶴部が窟畠しないもの。 f本部に文様が撞されるものがiまとんどである

-4-



立類(国196)

口縁部が屈畠するもの3

m類(図197--201)
台部を伴うものむ口縁部が屈曲するものと屈曲しないものがある C 中には台部

されるものもある(図197・198)。浅鉢若頭に似た特徴

しゃ文械が施

壷は頚部や頚部以下の形態によって§つに大別したc 図240・241は頚部が欠損しているが、体部の

形から立鎖とした。

I 類(図202~206 ・ 209)

頚部がハの字形にな与、需が張るもの会胴長となるものが多いっ

江類(図207・208・210--219・240・241)

頚部がハの学形になり、体部最大控が体部の

E類〈図220~223)

ゆきて丸みを持つものの

頚部から口縁部にかけて重立気味になり、百が張るものO

(図224--235)

頚誌が逆ハの字形にな号、体部最大窪が体部の中央にきて丸みを持つものつ

V類(関236~239)

頚部が逆ハの字形になり、件器が F膨れになるものむ胴長となるむ中には徳利彰のものもある〈国

237・238)

M類(国242~244)

頭部が逆ハの字形になり、広口のものO 頚部の騒が短いものと長いものがある O

/戸¥

¥乞'.

注口は口縁部が残存しているものが少ないため、体部の形意によって以下の3つに大別し

I類(図245----251)

体部が葬盤珠形になるものO

立頼(関252)

体部上半が車立気味になるものC

盟類(国253・254)

体部が球状になるものひ

香炉形

香炉形;之、実~~Ij図化できたものが少なかったため、分類を行わなかった(関255 ・ 256) 香炉芳三は

台部を伴い、隆苦誌によって体蔀が上半・下半に区分されるの体部上半には透かし文様が施され、

半には雲彰文が施される C

文様について(区画文・配置文の分類図を参賠}

語文されている土器に関しては、文様の講成・

それを基に可能な限り展開模式閣を作成し

. iUiく

は実iUU図fとしたものうち、 に体部に施される

め、区画文・配童文を基準に行っ 区画文・

5 

を考察するために、拓本開を作成し、

を対象とした。 は描く手JII夏を

定義及び分類基準は「亀ヶ関式土器の丈



様の措き方J(藤沼l館前、「弘 日本考古学研究室研究報告 1~ 4 (藤沼;まか2004・

2005・2006)に則って行った3 区菌i文;・配壁文は沈線で岡まれた磨泊部が基本となるが、沈糠あるい

は彫号込み部として表表されるものもあるひ

台付皿の体部文様(図196) や、注口の体部下半の文様(国245~252) といった上下の沈線で文様

帯が形成されていないものは扱わなかった。

今回実測図fとした土器の文採辻、いわゆる雲形文が文様の主体であるが、中には三叉文(図74)や

羊歯状文(関105・135・143)、工字文(留196・223)、変形工字文(国144) も見られる

〔区岡文〕

区画文はt.ード線に接続して文様帯を区画し、単桂文議蔀を形成するものである。モチーブの違い

によって I~Nに大別した。去チーフが点対称となるものが多い。

区画文 1 点対称、の弧線の組み合わせによって構成されるものc

区画文11: '横C字状のモチーフが点対称に組み合い、付加的な文捧が擁されるものc

区画文m:'横S字状のそチーフに、付加的な丈様が施されるものC 点対称的であるの
区画文:N:弧隷が点対材、に組み合い、fttlO的な文誌が施され、 るものO いわゆる羊歯状文である。

〔配置文〕

配置文は、文様帯内部に埋め込まれるか、あるいは文様帯の上・下根のいずれか一方に接続し、

続文様部を形成するものである心モチーブの違いにより I~VI に大和した。

配置文 1 区画文Iに類保するよそチーブによって構成されるものc

記童文11:四角形状のそチ…ブが丈議帯の上・下鞍のいずれか一方に接続するものc

配置文盟:槙C字状のモチーフによって構成されるものc

書記罷文IV:横 S字状のそチーフによって構成されるものC

配置文V:三叉文が2個1対となって構成されるものひ

龍置文VI 状の文議が連続して議されるものO 点対称となるものもあるむいわゆる工字文や変形工

字文を含む。

その地

上の分類に該当しないものをその他とする。

O 炭化物が付着している土器、赤彩されている土器

炭先物が付着している土器と、泰彩されている土器を規覚的にとちえるために、実?~U国を利用して

その部分を示した(第88~94図)。図の青色は炭化物が付着している部分、赤急;ま赤彩の部分をそれ

ぞれ示している。土器を用いて煮j弗を苛うと底部・合部は二次加熱によって再酸化し春色に変化する

が、その表環は示していない。炭化物痕跡が残るものは、付着していたものとして扱ったの

長化物は、ほとんどの深鉢・鉢の内面・外面に付着している O 付着範関は土器の法量を関わず口縁

部から体部にかけて多くみられるが、底部甘近には内面・外語ともに付着していないものが多い。中

には、内面に 2段にわたって帯状に付着しているものもみられる O これは、同じ土器を複数佃煮沸に

使用した可龍性や、煮沸時に内容物の水分が蒸発し、水分量が変化したことが考えられる

赤彩されるものの多くは、浅鉢・盟・章・注口にみちれる。とくに口縁部が装飾的であるもの、文

様が施されるもの、器面がよく憲かれるものに多いc

この結果は外ヶ浜軒今埠遺跡(工藤2002、藤沼・関根ほか2005)や三沢市野口貝塚(秋山・津田ほ

か2006)においても同様である

6 



なお、例外として鉢に赤彩がされているもの(図74・142)、壷に炭化物が付着しているもの(国

220)がある。

C まとめ

開化したものからみると、関戸遺跡出土土器の時期は晩期中葉である大洞 C1式~C2式を主体

としていることが分かる c このことは1983年の報告書にも触れられており、器種・器形・文様から判

断しでも桔違ないと考えちれる

今回、1982・1983年出土の明日遺跡の土器に関して、そのすべてを調査することができなかったので、

土器の組成比を数字で示すことは、次回に期したい。

の土器を調査・分析し、 f自体数の計上や土器組戒を明らかにする必要がある。その上で、層

位の検討を1Tうとともに、現戸遺跡出土土器の時期やセット関係をとらえることを今後の課題としたい。

C 附・明戸遺跡出土の大型謹について(第86・87国)

f吉本原始美術1Jl (山内1964)に、十和田市大字譲沢字高原遺接出土として紹介された大型の棄で

ある C 大潟 C1式の大型壷として「口頚部上半部の外反した部分もすがづまり、折返し口縁のように

なり、口頚部ド半も短く、鋼部上半の延長のように内反している。Jと簡単な説明文が付されている。

高屋遺跡とあるが、『青森黒遺跡地図』にある高屋遺跡、ではなく、明戸遺跡(かつて

れた)のことをさすむ亀ヶ悶式土器における大聖査については、中村五郎氏の問題提起もあり、その

目されているひこの土器は、ほほ完全な形を撮っているが、土圧でひび割れしている部分が

あり、また表面に剥離した部分や穴が空いている部分が見られる O 底部付近には黒ずんだ部分もある O

体部上半の輯の広い文様帯に、横にのびたZ字状の配置文を 3個配し、充填文を加えて、連続的な雲

形文を構成している。典型的な大洞 C1式土器め査といって良いであろう O すでにカラーの制面写真・

を公表している(藤沼・小)112006)ので参考にしてほしい。

明戸遺跡に関する主な文献・挙考文室長

1964年、出内法男『日本原拾美指1 縄文式土器J、講談社

1976年、十和田甫史編纂委員会 f十和田市史j、十和田市

時83年、青森県教青庁文化課 J明戸遺跡発掘調査概報(昭和57年度兄、十和同市埋設文化財発掘調査

報告書2

1984年、十和田市教育委員会 〈昭和58年度)、十和田市埋蔵文色財発掘調

3 

1989年、藤沼邦彦「亀ヶ問式土器の文様の描き方Jr考古学論叢JI II 
1990年、青森県埋設文化財調査センタ… f北の誇り・亀ヶ間文化縄文時代晩期編ム図説「ふるさ

と青森の歴史jシリーズ@、青森県文化財保護協会

1996年、青轟県県立郷土館?縄文の王子籍一民韻堂コレクション

2002年、工藤tT久「縄文後期・晩期の煮炊き吊小型土器Jr海と とロマン上向刊行会事務弱

2005年、藤沼邦彦'関棋連人ほか 弘前大学人文学

部日本考古学萌究室研究報告2

2006年、藤沼邦彦ー小111忠博「ミニ特関畏「亀ヶ同文化の世界」の図録ム弘前大学人文学部自本考

吉学研究室研究報告L 弘前大学人文学部附属亀ヶ同文化研究センター

2006年、秋山真吾・津凹恭平ほか「三沢市野口長塚の縄文晩期の土器(野口コレクション)につい

『亀ヶ同文北遺物実視u区i集弘前大学人文学部日本考古学請究室研究報告4

ア
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①.深鉢分類模式図

I類

屋 三三要量書室 、可

、一一、
、
、い一 一

、一e一一一~一一
¥-一一一一一一一-一

②.鉢分類模式図

I類

併時骨申苧伊-..:可~ぞ河町晴鴨r、

守宅子0::::-せき?主、こ
\こ~~-- \\\￡ニJ
¥、ぐよ--ー¥、

百三亥五

~イf

E類

③.浅鉢分類模式図

I類

E類

E類

ノ

， 
〆/
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皿類
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毛主 t 

N類

皿類

モ霊安
何時骨ヨ~デ帝京~明司町在唖古零時半開P

④. 皿分類模式図

I類

⑤.壷分類模式図

I類 E類
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T在、「ーで -'"， ¥ "' 

、二与とごi雪主工三三~~
ーでコごそ一ーーーご工ご三ー、ごで・

1這三豆一

E委員

一壬三多〆

皿類

ごてl

\~ノ
⑥.注口土器分類模式図

I類 E類 皿類
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¥蕊多万戸 、さ三多7

皿類
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V類

N類

V類

⑦.香炉形

各器種の器形分類模式図
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区劃文・配置文の分類図

区画文I 1S2ヘ¥、吉¥L35互
区間文瓦 行手5ク 26ぞベミき

豆三
2 

ミデ込区画文監

/。/

区高文N

→ 1ぷザ 2〈夜〉

(羊歯状文)

ぷ性γぷぞrぷ持γ 〈ミぎミ夜Jぷ芝〉

配置文I 主もて

配置文E 1、マ 2〆 3人¥ 人

1込タ 2ι二ク 3仁-J4札。

5~ ミミョミ9~，~μ 仁づ配置文田

a b d e 

2額 1対のそチーフ6d詮》宅ミ呈ぅ 諺タ Fミ》が接続し本いもの。 c~3 
21器1立せのモチ フ

F込ョ宅建Lク《手話ヌヲ￠克己~カず操縦するもの。

配置文N ;せら b寺会見合 3会 4&;?

配置文V ~ (=叉文)

配置文羽
y; 日』

(工字文・変形エ字文}

1L  J2L  J 
そのイ也

f ) 
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1 .拓本

(未注記・未注記・未注記)

* ( の記述は、調査年・出土

グリ ッド・出土層位の順で示す。

欠損によ って土器に注記のないも

の、注記後その部分が欠損してし

まったものは未注記とした。

2 ('83・未注記・未注記)

3 ('82・C・5. II) 

O 10cm 

第 1図明戸遺跡深鉢 I類 (1---3)

っ“
1
E
i
 



4 ('82・C-5・立) 5 ('83・E・5・豆) 6 ('82・C欄 6・茸)

ア ('82・C-5・1I)

9 ('83・D側5・JV)

8 ('82・C-5.1I) 

O 10cm 

第2図明戸遺跡深鉢I類 (4--6) ・五類 (7• 8) . m類 (9) 



10 (， 83・E-4・田)

11 (， 83・C-4と6. II) O 10cm 

第3図明戸遺跡深鉢E類 (10・11) 
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)平)九一 ( 
二ζ4官、;:-:<-...--乞~，，，，，，ι
--，らみ 司ー」、ー

ピ~
三乙で

13 (， 82・C・5. II) 

12 (， 83・0-5・皿)

14 (， 83・未注記・宋注記)

O 10cm 

第4図明戸遺跡深鉢E類 (12--14) 

Fhυ 
1
i
 



15 (， 82・C・5""'6-II) 

16 (， 83・0-4 -1V) 1 7 (， 82・B・6-II) 

o 10cm 

第5図明戸遺跡深鉢E類 (15--17) 
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18 (， 82 . B ・5. II) 

~~ 

19 (， 82・B・5. II) 

20 (， 83・D・4・皿a)

Jド 3 ・ ; ~. p
1 

21. 拓本
b 

21 (， 83 .0-5 .lV) 
21. 展開図

(配置文田7)

O 10cm 

第6図明戸遺跡深鉢E類 (18--20) . N類 (21) 

門

i
唱
E
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突起

寸
v 

b 
A 

25. 拓本

25 ('82・C-5.II) 25. 展開図

(区画文 11 ) 

O m
 

nu 
nu ー=

26 ('82・C-5'""'6.II)

突起
A 

26. 拓本

第8図明戸遺跡鉢I類 (25・26)

26. 展開図

(区画文 13) 

n可
d

盲
目

A



27. 拓本

O 

27 ('82 ・ C-5~6 .ll) 

. 27の文様の描き方

①.区画文 13を3単位施す。 ②. 区画文の聞に充嬬文をうめる。

①. さらに細かな充填文をうめる。 ④ 充填文のみを抜き出したもの。

第9図明戸遺跡鉢I類 (27)

20 -

， ， 

10cm 



28 

どミ

起
↓
突
J

人ι〉

28.祐本

28. 

(院議文13) 

O 10cm 

第10国明戸遺跡鉢I類 (28)

1
2
i
 
つ山



突起

29. 拓本

29 (未注記・ D・5'IIIc) 

O 10cm 

第11図明戸遺跡鉢I類 (29)

-22 -
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寸‘小司

(のめ・Nの)駁円一括撞咽'民恵図的FM聴

EOOF 
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34 (未注記・未注記・未注記)

dさ?
35. 拓本

区画文III1が施されると

考えられる。

起

'

突
可

36 ('83・D・4.IlIc)

35 ('82・0-4. II) 

よ〉

ノ

O 

36.展開図
(区画文 11)

10cm 

第14図明戸遺跡鉢I類 (34-36)

F
H
U
 

ワ臼



37 (， 83 . E -5 . III c) 

38 ('83・0-5.IIIc)

39 ('83.0 ・7.IIIc)

起

'

突
句

突起

37. 展開図

(区画文 11)

38. 拓本

38. 展開図

(区画文II1)

ム

39. 拓本

主尋お主主主語
39.展開図

(区画文II1)

第15図明戸遺跡鉢 I 類 (37~39)

po 
つμ



40 ('82・C-6・II)

.40の文様の描き方

①配置文ill7を2単位施す。

③充填文のみ抜き出したもの。

ヤ マ
40.拓本

②充填文をうめる。

配置文田7の描き方
a b 

モコD Q、、 《訴連ミ、
横C字状のモチーフaに
付加的要素を加えて bとなる。

込
41 (' 82 ・ C-5~6.II) o 10cm 

第16図明戸遺跡鉢I類 (40・41) 

円

vt
円
，

u



一ー令

p → 

42.拓本突起
42 (未注記・未注記・未注記)

42.展開図
(配置文II1)

.(¥ 

43. 拓本

起
ー
突
司

b 

43展開図
(区画文 I1)

43 (来注記・未注記・来注記)

10cm 
C"'T'ー『一-ー一ー
O 

鉢 I類 (42・43)

-28 -

明戸遺跡第17図



突起

44 ('82・C-5. II) 
44. 展開図
(区画文11)

起

'

空
〈
司

~If 

44.拓本

図
一
茂

明
到

E-

厨
怪

「

O
一
A
斗

起
↓
突

i

45 ('82・0-6・II)

b 

45. 拓本

o 10cm 
L 司守 写 写一一「一τ r 1" f-ーふ一一

第18図明戸遺跡鉢I類 (44・45)

29 
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(ド寸・ω寸)眼目指撞細川凪罫図∞FM聴

AN思.ド寸
マ

.(i 

(同・的E0・N∞険)ド寸

AN時. ω寸J
b
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(FH何回凶)

図E腿.ω寸(旧制米・旧制米・旧同制収米)匂寸
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CY'l 

(∞寸・∞寸)眼目持量刑皿罫図ON織

EOOF O
 

ー(FH判回凶)

図E腿.0寸

(田川明米・岡山muホ・旧制米)⑦寸

M村忠.0寸

ト・
4

図
ゃ
く
E
嗣
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寸
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突起

b 

50 ('83・D・4・皿c)

51 (， 83・D-4・田 a)

v 
51. 拓本

51.展開図
(区画文 12) 

第21図明戸遺跡鉢I類 (50・51)

-32 -

A 

V 

50. 拓本

50. 展開図
(区画文 14) 



突起人

52.展開図
(区画文 12) 

突起
52 ('82・C・5. II) 

，./ 

d 

&~唱・ ， ・
有ペドヅ
、..

‘ 

A 

マ

52. 拓本

53 ('82・C-5. II) 

起

v

突
司

鉢 I類 (52・53

守
d
q

、u

明戸遺跡第22図



54 ('83・C-5. II) 

55 (， 82・C-5・II)

第23図明戸遺跡鉢I類 (54・55)

-34一

54. 展開図
(区画文 13) 

54. 拓本

55. 展開図
(区画文II1)

o 10cm 
I =ー「



56 ('82・C-5. II) 

56.展開図
(配置文田5)

起
ー
突

、

か

マ
56. 拓本

57 (未注記・ 0-6.mc)

-アν

t
h
 

〆γ
'
h
h
n

，FE
〆

屯

A
刊

[;， 

。
マ
57. 拓本

.57の文様の描き方

第24図明戸遺跡鉢I類 (56・57)

-35 



58. 展開図
(区画文ll1)

〈コ
拓本

58 ('83・D・ 4~6 ・ ll~ 田)

b 

58 

残存部より、区画文田 2

カず施されていると考え

烹デミ
59 ('82・C・5. ll) 

展開図59. 

られる。

59. 拓本

10cm 

。一一鉢 I類 (58・59)

-36 -

明戸遺跡第25図



f>. 

60 ('83・0-5・皿)

ヤ

60.拓本

61 (， 82・C-5. II) 

62 ('83・D・6.m c) 

o 10cm 
トァ寸下 一 一←

第26図明戸遺跡鉢I類 (60-62)

司

i
q
J
 



v 

64. 展開図
(区画文 12) 

64 ('83. E・4・III)

←突起

p 

o 10cm 
ト寸~~~-~-:;:=す三予三百一J

第27図明戸遺跡鉢 I類 (63・64)

-38 



65 ('83・D・4. IV) 
65.展開図
(区画文 13) 

65. 拓本

66. 展開図
(区画文 13) 

突
起

突
起
↓

66 ('83・C・7・皿 b)

〈コ

v 

66. 拓本

O 1Ocm 

第28図明戸遺跡鉢I類 (65・66)

-39 -



f::，. 

V 

第29図明戸遺跡鉢I類 (67・68)

-10 -

67. 展開図
(配置文皿?)

68 (， 82 . B-5 ~ 6 . II ) 

O 10cm 
F ニム-~一寸一寸



突起

L ら二ダf.~' ;'.'岬
r 、~....~. ~.ιι 

:!二山す予.
よι宇;与プ?'~.:~井-ふ忌 1:三E古b台 配置文皿?)
‘ "-. -..r."....、、
ー‘ ぐ示、川へ，ヘ
¥¥、'>-;-‘

、、、-:-:~:.;

• .，.~ 、 ム

~.J.\"，，-: 

A die/V〆}';P-1; "w 
伊 .o工

69 ('82・c-5 ~ 6 . II) 〆F
ヤ

マ

69.拓本

突
起

70.展開図
(区画文 13) 

70 ('82・c-6 . II) 

突
起

70. 拓本

72 ('82. B・6. II) 
配置文皿 7が施されている

と考えられる。

71 (， 83・E-6 . II) 

第30図明戸遺跡鉢 I 類 (69~72)

官

Eム4
 



73 ('82・C-5~ 6 . n) 

o 10cm 

73. 拓本

.73の配置文
a b 広、

.73の文様の描き方

横C字状のモチーフ aに

付加的要素を加えて bとなる。

①配置文皿 7を2単位施す。 ②大型の充填文をうめる。

③細かな充填文をうめる。 ④充填文のみ抜き出したもの。

第31図明戸遺跡鉢 I類 (73)

つU4
 



74. 展開図
(配置文V)

拓本74. 

75 ('83・D-5.rr)

76 ('82・C-6・rr)

77 (未注記・ C ・ 4~6 ・未注記)

78 (未注記・未注記・未注記)

.77の文様

区画文 13が施される

と考えられるc

10cm . ~_..一 司

O 

. II類 (76-78)鉢 I類 (74・75)

内
《
U
A
サ

拓本

明戸遺跡

77. 

第32図



79.拓本

79.展開図
(配置文田6)

. 79の配置文
a b 

dz戸三〆〈ミ霊会予
2単位1組となった横C字状の

モチーフによって描かれている。

79 ('82・C-5'II)

80 ('82・C-5. II) 

81 (， 82・C-5.II)

82 ('82・C・6. II ) 
83 (， 82 . C -5 . II ) 84 ('82・C-5. II) 

o 10cm 
」 十 十干本守〒 1

第33図明戸遺跡鉢E 類 (79~84)

-44-



←突起
d 

86 (・83・0・5・illc) 86 拓本

86 展開図
o (区画文I3) 10cm 
H----~~~~~-1 ←{ 

第34図明戸遺跡鉢E類 (85・86)

民
U
A
吐



. 87の文様

配置文田 7カず施されると考えられる。

Fミミd

87 (来注記・ C-4~6 ・未注記)

87 拓本

88 ('83・0-5. IIIa) 89 ('82・C-5・1I) 90 ('82・C・4・1I)

91. 

91.展開図
(区画文 11 ) 

91 ( '83 . 0 -6 . 1I) 
O 10cm 

第35図明戸遺跡鉢E類 (87-91)

46 -



92.拓本
突起

92.展開図
(その他)

93 (， 83・0-4. IIIa) 94 (， 83・E-5. III) 

95.拓本

95 (' 82・8-5. ll) 

95.展開図
(その他)

m
 
c
 

叩

二
z
 'ー-

n
U
!「
」

第36図明戸遺跡鉢E類 (92-95)

-47 -



突起

97 ('83・D・4・皿)

99 ('83・D・5・皿)

96 ('82. B-6・未注記)

96. 展開図
(区画文 15) 

98 (' 83. E-4・皿)

100 ('83・C-9・lV)

O 
r-守

一
10cm 

第37図明戸遺跡鉢E類 (96・97) • m類 (100)、浅鉢U類 (98・99)

-48-



¥ 
¥1 、

¥ 

二ミ¥

101 ('82・C-5. II) 102 (， 82・C-4・II)

103 ('83・D-4・ma) 104 (未注記・未注記・未注記)

105.拓本
(区画文IV)

105 (' 82・C・6・II)

O 10cm 

第38図明戸遺跡鉢U類 (101~105)

-49 -



三ホ
( (ι/ ど

~~，:J;底部文様

~.;...，. ・ 4

BYj 
『T't 底部文様の拓本

第39図明戸遺跡鉢V類 (106)

-50一

106.拓本

o 10cm 



①配置文I1I6を2単位施す。

②大型の充填文をうめる。

③細かな充填文をうめる。

④充填文のみを抜き出 したもの。

第40図 明戸遺跡 (106の文様の描き方)

唱
E
AFD
 



D 

107 ('83・0-4. ll) 108 (未注記・来注記・未注記)

109.展開図
(配置文皿 6)

拓本

b 110. 拓本

o 10cm 
ー」ー』ー→-ー

第41図明戸遺跡鉢V類 (107~11 0) 

ヮ“
F
同
U



111 (， 82・B・6. II) 

11 3 (， 83 . C -1 0 . II ) 

¥よ二.

112 (， 83 ・ C-5~6 .II) 

114 (， 82・C・6・II)

115 (， 82・B-5. II) 
1 1 6 (， 83 . E -4 ・皿 b) 117 (' 83・E-5.mc)

o 10cm 

第42図明戸遺跡鉢V類 (111-117)

q弓
U

F
H
J
V
 



-HurhドhFP

EOOF 
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寸
4

げ
3

(∞NFI∞FF)賑〉枯量刑川内E

(の田・ω・口・的∞・)ωNF

(同・ω，0・N∞・)的NF

(の目・旧
E

口・的∞・)ONF

(の田旧・口・的∞・)

(回・寸
a

凶・的∞・)NNF 

(旧制米・寸山的∞a
)

⑦FF

図的寸脹
~
 

的・凶・的∞")ドNF

旧NF(回・寸・凶-的∞・)寸NF

ρ
 

(同・寸・凶・的∞
 

FNF 

(同・ω目白-N∞・)∞FF



129 (， 83・E-5・未注記)

130 (， 83 . E・4・Inb) 131 (， 83・E-4・皿)

1 32 (， 83 . 0 -4・illb) 133 (， 82・C・4. II ) 

o 10cm 
L ート!_. - I 守 一==l'" ~x.. ー>-l

第44図明戸遺跡鉢V類 (129) • VI類 (130-133)

E
J
 

E
J
 



134. 拓本

134 (' 83・0-4. IV) 

135. 拓本
(区画文IV)

135 (， 82・C・9. II) 

136 (， 82・C-5. II) 137 (' 83・0-5・皿c)

o 10cm 

第45図明戸遺跡鉢羽類 (134~137)

fo 
F
同
U



r、u・3

寸寸Fl∞円F)駁伊括撞畑皿罫図@寸掛

O
 

(同・ωE0・N∞・)寸寸F

(日制胴山田

静岡特.寸寸F

、
〈

~
 

σ
3
 

ιコ-の∞晶)の寸F

+を旧→寺、.の寸F

(
 O
 

田・ド
E

口の∞民)刊寸F(同・ω・口・の∞・)
F

寸F

(同・寸E0・N∞・)Cコ寸マーー(旨・寸，O-の∞・)。的F(田・寸・凶・円∞
R)

∞的



様
/

¥除、
aw
r
 

a，マ
の配置文IV4を3単位施す。

， 
'〆

③充嬬文のみを抜き出したもの。

145. 拓本

②充填文をうめる。

第47図明戸遺跡浅鉢 I類 (145)

-58 



J 

"ー曹司司'司~骨骨

.-泊、ー、二
_. 市 6・M

、 、 ‘・

l ・中h、、¥、t会1 、‘" 

司、

j t・".'!・ r・
146 (' 82 ・ B-5~6 .rr) 竜建?kl町議

点AT一乞f:FJI，，Y f?J i J E十
¥ 

O 10cm ， /ftIJ・
~唱 . 4R

、 ，;/

.146の文様の描き方

①配置文IV1を3単位施す。

①細かな充填文をうめる。

146 拓本

②大型の充填文をうめる O

④充填文のみを抜き出したもの。

第48図明戸遺跡浅鉢 I類 (146)

日
可
U

口
d



147 (， 82・C・6. II) 

148 (， 83・C・6. II ) 

ノメーぶ戸-fTぢ芦
ノ-;"~-;~>i;..，;f' ，.二15・鴻

_~':"I ミi{，~"":酔 <t. ';':"~"" ~ '_'、ご
H~~. '-~-'-' ーゲ:~二三7~ >.，~~~~ '';~よ，1 ':;:
4樫〆λり;，¥セケ>~~ ご面 、 • 『 7414 
/λ:f ー.r~1:~机JL.， HP  込も，':--:
ベドヰ争.{/，- ミ

148.拓本

第49図 明戸遺跡

147. 展開図
(配置文田7)

147. 拓本

148. 展開図
(配置文田 4)

O 10cm 

浅鉢 I類 (147・148)

-60-



149 (， 82・C-5.n)

149. 展開図
(配置文皿2)

150 (未注記・C・4-6・宋注記)

150.拓本

151 (， 83・D・6.rn)

151.拓本

O 10cm 

第50図明戸遺跡浅鉢 I類 (149-151)

可
E
ムPO
 



152 (， 83・D・6・Ill)

154 ('83・E・6. Ill) 

ミ主亨
155 ('82 ・ C-5~6 ・ II)

155. 展開図
(配置文III1 ) 

153 (未注記・宋注記・未注記)

154. 拓本

.154の配置文

配置文皿 1が施される

と考えられる。

仁ふ二ク

155 拓本

o 10cm 

第51図明戸遺跡浅鉢 I 類 (152~155)

q
L
 

P
O
 



.156の文様の描き方

③充填文のみ抜き出したもの。

第52図明戸遺跡浅鉢I類 (156)

-63 -

156.拓本

②充填文を うめる。



( '82・B・6・II)

157 展開図
(配置文田1)

空安

158 拓本

O 10cm 
←ー『写・事る

第53図明戸遺跡浅鉢I類 (157・158)

-64 -



159. 拓本

量挙Y
160. 拓本

斗ノ
161 (未注記・D・5・未注記)

。

162 ('83・D・5. Illc) 

O 10cm 
ーム一一ーム こここコ

第54図明戸遺跡浅鉢I類 (159-161) . II類 (162)

戸

h
d

p
h
u
 



.163の文様の描き方

①区画文皿 1を3単位施す。

③さらに細かい充填文をうめる。

o 10cm 

②区画文の聞に充填文

をうめる。

④充填文のみを抜き出した

もの。

第55図明戸遺跡浅鉢E類 (163)

-66 -



164 (. 83・E・6. II) 

164. 展開図
(区画文 13) 

165 (. 82・C-5.II)

165.展開図
(配置文田7)

165. 拓本

O 10cm 

第56図明戸遺跡浅鉢E類 (164・165)

-67 -



~ 

166 (， 82・C-14.II)

突起

168. 展開図
(配置文田3)

168 (， 83・E-5・皿)

169 (， 82・C-5・II)

a 

167 (， 82・C-14・II)

O 1Ocm 

168.拓本

169.展開図
(配置文IV1)

-台部の文様

-配置文IV1の描き方

じ-.:::::::::--こう横S字状のモチーフ a，こ

付加的要素を加え、

Fや bの配置文山

第57図明戸遺跡浅鉢E類 (166~168) • N類 (169)

-68-



σ、《。

(Fh 70hF)蝶H目撞畑皿罫図∞的憾

手』

+争時→
キ
『

FhF 

刊同何回凶)

図E腿
.FドF

(田・ω・口・の∞・)
FドF

(的自制畑山田)

図E腿

必円堤.0hF 

(目・ド目白・的∞・)ohF



172. 展開図
(配置文IV3) 

172 (' 82・C-6.rr)

173. 拓本

電 璽彰
拓本

173 (未注記・宋注記・未注記)

1 74 (， 83 . D -6 . IV) 

174. 拓本

o 10cm 
」』←← z 守一r-r十『→

第59図明戸遺跡皿 I類 (172-174)

一70一



175. 拓本

175 ('82. C ・6.n 、'83・C-7・皿a)

176. 展開図
(区画文田1)

177 (， 83・0-6・皿 b)

o 10cm 
ト一二 忌 」 ー

4てb7

拓本

皿 I 類 (175~177)

ーム
勾

i

明戸遺跡第60図



拓本

179.展開図
(配置文田1)

179.拓本

ミ去喜多づ

O 

180. 

第61図明戸遺跡皿I類 (178-180

q
L
 

司

d



181. 展開図
(配置文IV1 ) 

拓本

建三窒タ

182.展開図
(配置文田7)

o 10cm 

182 拓本

皿 I類 (181・182)

q
J
 

門
/

明戸遺跡第62図



ミ三EZF
183 (， 82 ・ C-5~6. 1I)

183.拓本

184 ('82・C-5.1I) 

184.拓本

第63図明戸遺跡皿I類 (183・184)

-74-

183. 展開図
(配置文1I3) 

184.展開図
(配置文皿?)

O 



185 (， 82・C-4・II)

o 10cm 

.185の文様の描き方 185 拓本

①配置文田 7を3単位施す。

③さらに細かな充填文をうめる。

②充填文をうめる。

④充填文のみを抜き出したものO

第64図明戸遺跡皿 I類 (185)

zd 

門

i



186.展開図
(配置文田?)

187.拓本

o
t
 

10cm 

第65図明戸遺跡皿 I類 (186・187)

-76 -



188 (， 83 . E -5 . N) 

188. 展開図
(区画文 11)

189.展開図
(区画文 13) 

O 10cm 
」 ー-t-==fー一千

第66図明戸遺跡皿I類 (188・189)

-77 -



191 (来注記・来注記・未注記)

191.拓本

第67図明戸遺跡皿 I類 (190・191) 

。。
司

t

190.展開図
(配置文皿1)

191.展開図
(配置文田2)

10cm 



.192の文様の描き方

①配置文田 1を6単位

施す。

②充填文をうめる。

第68図明戸遺跡皿I類 (192)

-79一

O 10cm 

192.拓本

③充填文のみを抜き出した

もの。



、議採〆

193 (， 83 ・ D-4~5 .rr) 

193. 展開図
(区画文m1)

193 拓本

ビ D
1 95 (， 83 . D -5 . IV) 

194 (， 83 ・ D-5~6 .m) 

196. 展開図 (配置文IV)
196. 拓本 o 10cm 

第69図明戸遺跡皿 I 類 (193~195) • II類 (196)

-80 -



AAく¥

.197の文様の描き方

①横S字状の文様を施す。

③充填文をうめるo

~芳明町芦号室?芦馬要習

、己、 ~-一一ー 一一一一ぐ/ーτ一一ーっそ、w ι~一一一~ ノペ
、町一宇一ー一一ー『ーーーーーー一

d 
(> 197 拓本

②付加的要素を加え、区画文II1が3単位完成する

./ 

④充填文のみ抜き出したもの。

198 (未注記・宋注記・未注記) O 10cm 

第70図明戸遺跡皿E類 (197・198)

-81 -



199 ('83・D-6・田 b)

①配置文皿 7を3単位施す。

③充填文のみを抜き出したもの。

200 ('82・C-5. ll) 

γ一201 ('83・E-6・皿)

199 拓本

②充填文をうめる。

200 拓本

O 10cm 
=ー宏一~一一一τ一一τーー"一ーー一一一皐一一~

第71図明戸遺跡皿E類 (199~201)

-82 
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(寸ONINON)賑円一個

EOOF 

国寸，凶・の∞・)寸ON

(旧制米

一
一
下
一
一

寸・口・旧仙川内'uホ)

撞畑皿罫図肉眼

(同・ω?の・白・N∞・)のON

NON 
，
 ，
 



205 206 207 

('83・D・4・皿 a) ('83・E-4.rn) ('83. D ・4・皿 b)

208 209 210 

('82・C・6. II) ('83. E ・4. IV) ('82・C・6. II) 

212.展開図

211 (配置文皿 4)

( '82 . B -6 . II ) 
b 

マ

212 212.拓本

(未注記・未注記・未注記)

o 10cm 
トrー←γr〒 τ 事一十十」

第73図明戸遺跡壷I類 (205・206・209)・E類 (207・208・210-212)

-84-



213 

( '83 . D -6 . III) 

214 

('82・C-5. II) 

215 

('82・C-5.III)

216 

(， 82 . B -6・未注記)

217 

('82. C ・5. II) 

218 

('82・B・5. II) 

219 

(， 83 . D-5 ・皿c) ('82・C-5. II) 

222. 

222 

('82. C -5・II)

221 

('83・D-4.III) o 10cm 
ト「干

第74図明戸遺跡壷E類 (213-219) . m類 (220-222)

F
同

υ
0
0
 



認

( ∞NNI寸NN)販旨・(門NN)聴圃嗣撞姻皿E

EOOF 

(O田・回目白・の∞R)∞NNE0・の∞・)ドNN (旨・寸

図的ド掠

(何回・寸，0・の∞・)(同・寸・回・的∞・)

ωNN 的NN

+キト.cI
→
キ
『

.のNN

(旨判剛山田)

図E幽

の田・寸，口・の∞
R)

寸NN
同・旧E0・N∞
h)

マ，..



('83・C-5. II) 

232 

(未注記・未注記・未注記)

235 

('82・C-5. II) 

237 

(未注記・未注記・未注記)

、過ぎ会

('83・0-4・皿 b)

233 

('83' E・4.m) 

、?

231 

('83・E・4・未注記)

234 

( '83 . 0 -5 . m c ) 

236 

('82・C-5. II) 

237.拓本

o 10cm 
トー--"""ヶ ー

第76図明戸遺跡査U類 (229~235) ・ V類 (236 ・ 237)

-87 -



238 ('82・C-5. II) 

238. 拓本

239 

(未注記・未注記・未注記)

し ーマ 10cm 
士寸- ー『

第77図 明戸遺跡

p 

240 (未注記・未注記・未注記)

~ーでシP

Jγ..............-'-- ' ~ノ

241 ('82・C・6. II) 

査E類 (240・241) .v類 (238・239)

-88 -



σ、。。

(寸寸NlqN)販問〆嗣撞酬明凪E図∞ド鵬

必円阿弥寸寸刊

(旧日制細山田)

同ω，0・N∞・)の寸N

持ト.CI
→
セ
可

刊寸刊

(刊〉-N円胴山田

図E幽.N寸刊

国-寸，口・的∞‘



245 ('82・C-5・II)

245. 展開図

245. 拓本

注口部

--~き{\

部

N
V

↑
口、王

10cm 

第79図明戸遺跡注口 I類 (245)

-90 -



246 ('83・E・4・田)

246. 拓本

， 

(上面)

注口部

注口部

拓本 (底面)

注口部 O 10cm 

第80図明戸遺跡注口 I類 (246・247)

-91 -



248. 展開図

248 ('83. B ・7. II) 

(側面)

(上面)
(配置文田 5)

(底面)

248. 拓本

↑ (上面)

注口部

第81図明戸遺跡注目 I類 (248

-92 -

注口部

，. 

(底面)

o 10cm 
トー守 る 』 宮 T~寸一一「ー「→



249 (， 82 . B -6・II)

(上面)

(正面)

250.拓本(底面)

注口部

250.展開図(底面)
o 10cm 
」 I ー る一一』ー」ー

第82図明戸遺跡注口 I類 (249・250)

内
ぺ
υnv 



251. 拓本

251 ('82・C-5.rr)

(底面)

ふ 252.展開図
1#) 

ミchi dlf 
、も\ ~j~1

¥S交ブ二グ
252. 拓本 『毛主~- 上面)

注↑ (配置文田 5)
口部

注口部

o 10cm 
トーーFー『円司ー恒三=干~ー ~ ー -.

第83図明戸遺跡注目 I類 (251)・ E類 (252)

-94-
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コ
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(寸的N・門的N)賑回日明撞姻皿罫図寸∞憾

EOOF 

(
 

守ーーHU
竹田凶)

図匪腿寸旧N

(阻軍)(阻同)

国寸w
 

の∞・)寸ぱ
3
れ
l

(阻軍)(阻同)
(O国・ωロの∞R
)

門的N



与 255('82・8-6. II) 

(上面)

256 ('83・D・5・皿)

255.展開図 (底面)
(配置文皿 5)

256.展開図 (底面)
(配置文lV1 ) 

256.拓本 (底面)

O 10cm 
Eコ

第85図明戸遺跡香炉形 (255・256)
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n
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制 ασ
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図 温 、踊DI 
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寧 陪剛〉十 (
 
)
 
UI、V寸
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主

O
 

N m u可 ‘"'"ト 合
4
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4 0 0 ヨ



;。

④充填文のみを抜き出したもの。

第87図 明戸遺跡 (257の文様の描き方)
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第88図明戸遺跡集成図(1)
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o 10cm 
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L一一二ニ乙 18 
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31 
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第89図明戸遺跡集成図(2)

-100 -

島長一/(

三三三一三ミミ22 23 
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o 10cm 
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第90図明戸遺跡集成図(3)
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第91図明戸遺跡集成図(4)
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集成図(7)明戸遺跡
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253 

第94図



特 殻

i菜鉢

!日替に装鋳的な膨り込みがめぐり、類部にくの字状の文様が連続

I して議される。突起が4鶴配置される。内面に沈穣が1条めぐるo I 縄文RL |有!紫 (22.2)I 24.1 
報告書の写真で辻喪蔀があるが、主計u?害している c

2 I 未掲載 I 1 
分が磨かれる。

縄文L支 有 I 無 I 14.0 I 13.3 

小法状口縁である 日唇に突認が配置される(71罷残存)。頚部!
と捧認の境に突起が11爵寵置される O

縄文LR |有 j紫 I 25.9 I 23.2 

4 -21p 
口容に装飾的な影ち込みがめぐり、突起が4恒配積される 羽山

縄文LR j有無 I 12.7 12.3 
と体部の墳に突超が11髄配置されるc

5 I ‘125D 
1 口唇に山影実怒と二又の突起が交互に3倒ずつ残存し、 、v 門戸
短沈援がめぐる。口縁部内麗に沈韓が1条めぐる C

縄文立L 有|無 I 12.6 I 12.8 

る I 
口唇に突起が 2 偶配寵される。屑部に設があり、ル"問、州、、 f :J'~ ; 主張 8.7 I 8.7 

7 6.2 

18.5 

27.7 

25.0 

30.2 

28.9 

24.2 

1ヲ.1

25.8 

上部から見て楕円悲に歪んでいる。

される。

態;

口唇に装飾的な駆り込みがめぐる。頭部と体誌の境に突起が11爵i
れる。体誌に費efi童文が3単柱擁される

縄文LR ;高;蕪 12.9 I 10.9 

り込みがめぐる。口縁部の沈娘間に京j突と沈謀

による文隷が擁されるむその薮下に突起が11同配董される c 口縁
部内歪に沈線が1条めぐる。体部に配置丈が3単設、体部と台部
の境に羊歯状文が10単位撞される。

NI小波状口縁である。その車下に突組が1留配置される。

口唇に装鋒的会彫り込みがめぐる。頭部と体部の境に突起が1個
議文LR i有 l無 i(9.2) 19.0 

配置される。体部文様は区議i文と考えられる

口容に装飾的な彫り込みがめぐる O 日韓部内関に沈報が1条めぐ
1偶配聾される O 体部に区画文が之 縄文LR i ;ff I無 I 15.4 15.3 

り込みがめぐる c 日縁部内面に沈畿が1条めぐ
くり、その直子;こ突起がl慨置l縄文LR 24.0 

2単{立施される。

り込みがめぐる。口縁部内部に沈報が1条めぐ
る。頚部と体部の境に突起が1個配童されるつ体部に区頭文;が3I 縄文LR ;有 i無 I 23.5 23.2 
単位施される。

日壌に装錨的全部り込みがめぐ号、突起が配置される (2個残存)っ
口縁部内簡に沈線が1会主めぐる。頭部と体部の境に刺突がめぐりJ 縄文LR 1.有 紫げ22.0)I 28.2 
その重下に突起が11罷艶読される。体部に区頭文が3単位施される。

ー「明子三選勝発掘調査概報j : I明戸議跡発掘調査報告審j
)は残存、< >は推定笹。

明戸遺跡観察表(1 ) 
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:lLdlU 徴 地文特 l炭(赤!相fヒ
物彩(Cm)

器幅

(cm) 

口容に装節的な彫り込みがめぐると口縁器内面に沈裁が1条めぐ i
る。室長部に文様がめぐる。霊長部と体誌の境;二突起が1鵠詑議され j29 i 未掲載 I1 r:'OJ.~，~~~~-~~'~/~ ~/ J~:::;'}~ ~:;~::~:;::::~~/~ .L 議文LR
るが薮議している c 体誌に区頭文が2単位残存する c 口認の事03
分の l残存2

10唇に装蔀的な彰り込みがめぐり、突誌が配置される (3個残存)
30 1未掲載 I1 口縁部内密に沈繰が1条めぐるお頭部と体部の境に突起が11閥配 i 縄文LR

! I置される C 体部に区画文が2単位施される

口唇に装飾的な彫り込みがめぐる。顕部と体部の境に突起が1間!
31 I 未 掲載! 1 I配置されるC 体部に区剛丈が3単位施され、うち l単位形が他と i 縄文LR

!異なっているc

| 口唇に装飾的な彰り込みがめぐるさ頚部と体部の境の沈畿内に刺

32 未掲載 I 1 突がめぐる C 体部に註語文が3単L1立撞される。頚蔀夜下の議接部; 縄文LR
I tこは突詔が配重される可詑性がある。口窪の衿2分のl蔑存っ

I T I口唇;こ装銭的会彰ち込みがめぐるコ頚認と体器の境に突恕が11関:
33 i 未掲載 1 I 縄文L豆

.L I配聾される C 体部;こ区画文が4単位撞されるつ

口唇に装飾的辛勝り込みがめぐり、突超が配置されるは偶残お)

I 口縁部内面にi主線が1条めぐる。頭部夜下の破損部には突却が配| 縄文LR
i置される可能性がある 2 口径の約2分の1残存コ

刊日唇に装飾同り込山くる。頭部と体部の境に突起が1倒
| 縄文LR

配寵される O

[J唇に装飾的な躍り込みがめぐるコ頚部と体部の境に突認が1f関;36 未掲載~.~.::-:-:I-II-l:;'cJ.. JIJj/ ') ~V7' I..j ..Vo../ ~:{OI.J '-ri-""nl.Jv./ ..... .....n:.~-7ÇJC.:::!/.I i II!:!J I 縄文L豆
配置されると体部に区画文が2単位接される O : 

口容に装錨的な彫り込みがめぐる。頚部と体慈の境に突起が11嶺;37 !玄-1250I 1 ;a:，: ~:~，o;o~P~4 ~::~l-: ~;;:A ~/ '¥ r^t'-wp'"'/~YL.-~~N .1. I~ I 縄文LIミ
; jJ ! .L I詑壁される。体誌に反画文が3単位議される。

I口容に装詩的な駒込みがめぐり、突起が41罷配量される c 接部
38 未掲載 1 に文様が7単f立施される。芸員部と体部の境に突起が1掴配置され! 縄文LR

る。体部に区画丈が2単位施される。

LJ唇に装飾的な駆り込みがめぐる。頚部と体部の境に突起が1倒39 未掲載~..::-:~I-I~~::::;/ ~~~/.I-~/ I~:~~_ ~~:.;~~~:~:~.J::~::~~~ .L W~.I I 縄文LR
i 配置されるが破損している。体部に区嗣丈が2単位施される。

口容に装飾的な彫り込みがめぐり、突担が4個記置されるつ頚部
40 工・23p 1 Iに文様が施される C 頚部と体部の境に突起が1個配寵される。体[ 縄文L設

部に配置文が2単位施される。

口唇に装諒自きな彫り込みがめぐ仏突起が§留配置される O 訪韓

部内誠にj主義が1条めぐるっ頚部と棒擦の境に突詔が11員配蜜さ; 縄文L設
れるが破損している C

口容に装範的な彰り込みがめぐり、突起が寵置される(2恒残存)
江縁部内閣に沈譲が1条めぐる c諜部と体部の境に突担(ア髄残

ノま| 縄文LR
存)が配置される C 体部に配置文が3単位施され、それぞれ形カ
変化している c

日時に装飾的な彫り込みがめぐる。日縁部内閣に沈報が 1条めぐ

43 I 未掲載 I1 Iる。頚部と体部の境に刺突がめぐり、その直下に突起が 1個配置 l縄文RL
される。体部に区画文が3単泣擁される。

口容に装鋒的な彫与込みがめぐる c 日縁部内認に沈議が1条めぐ
44 I 未揚載 I1 Iる。類部と体部の境に事IJ突がめぐり、その痘下に突起が1鶴配置 i縄文設工

されるが誕離している C 体部にほi頭文が3単{立譲される O

I口唇;こ装鋒的な彫り込みがめぐるコ内揺に詑裁が1条めぐる c 頚
45 I 未掲載 1 部とf本部の境に刺突がめぐり、その笹下i二突起が1彊配壁される| 縄文則d

i が剥離している。体部l二亘画文が4単位施されるc

口容に装飾的な彫り込みがめぐり、山形突起と、二又の突起が交

互に5個ずつ配置されるつ頚部と体部の境の沈線内に刺突がめぐ
46 I 未掲載 I 1 Iり、その直下に突起が配置される(l倒残存)。体部に区画文が| 縄文LR

5単位施されるコ頚部直下の破損部には突起が配置される可能性
がある。

口替に装錨的な彫与込みがめぐり、突起が配置される (4留残脊九

47 I X -23p I 1 I頭部と体部の境に突起が1器配畿される。{;宇都に区画支が4単位! 縄文L設
議されるな ; 

ぷ
v
q
ム鉦…宥 (27.0> 

有|無 I (14.4) 22.6 

23.2 

;く18.1)

載

載
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米

未

a
t

弓
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q

J

q
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[(:::::: 
• 華日;国

有|葉 I 11.9 12.3 

有|無 (8.7) 13.3 

十

川m
(28.0) 27.2 

有ふ蕪

有 j蕪

間

一

一

w

u

一

山

一

日

一

一

十

一

有

在

布

一

有

一

有



特徴

口唇に装続的な欝r)込みがめぐる 口縁部内面ぷ沈畿が1条めぐ
未掲載 I1 Iる 頭部と体部の境に突起が1繍配置される c 体語に区画文が31

時tf立譲される
口容に突起が配寵される (2個残存) 頚部と体部の境lこ大型の

米掲載 I1 舗が1個、その輸に突起が1個ずつ堅議される c 体部に回 i
文が6単位施される。

口唇に装鎖的な彫り込みがめぐ号、突起が5
部内面iに詑線が1条めぐる c室長部と体部の境し八三主Vノ河口f.J .L I出、 1

その再協に突起が1個ずつ配寵される よL叩山口出叫 1J..，.-J...，4...

されるc

口唇に装飾的な彫り込みがめぐり、

51 I 
存) 口縁部内童話に沈緯が1条めぐる。頭部

蜘125pI 1 I めぐり、その亘下に突組が1個配寵される=
位施される

日唇に装鮪的な彫り込みがめぐり、突起(5 
52 -23p 1 I るc 口弱認内iYi(こ沈線が1条めぐる。頭部と

ぐり、その直下に突揺が1個配置される
施される。

口軽に装鮪的な彰り込みがめぐ号、突揺が配置される (4髄残

53 I 未搭載 1
存)c LJ縁器内面に沈練が1条めぐる c 頚部と体部の境に剥突が
めぐり、その藍下に突起が11器配獲される c 体部に区頭文が3単
f立施される
口容に装飾的な彫り込みがめぐり、突起が喪寵される (4倒残存九

54 I 未掲載 I1 I 日報部内面に沈線がl条めぐる O 頭部と体誌の境に大型の突認が
11器、その両協に突組が1個ずつ配聾される 体部に区醤文が3
単位施されるさ

口唇に装議的な駆り込みがめぐ与、突起が配置されるく5偶残存).0
55 I 口揚言IS内面に沈線がl条めぐる=霊長部と体部の境に料突めぐり、そ

の直下iこ突起が1個配重される士体部に区画文が2

日替に装飾的な賂り込みがめぐり、突誌が4掴配置さ
56 部内面に沈線がl条めぐると頚部と{本誌の壌に突起が

6手位施されるむ

り込みがめぐる。頭部と

57 I 未掲載 1 i突がめぐる 体部に配置文が2単柱施される。穎器産下の破損部
には突起が配置される可龍牲がある。

I~甘に装飾的な彫り込みがめぐり、突起が41醤配寵される C 頚吾E

58 未掲載
に文様が9単位めぐるっ頭部と体部の境i二大型の突起が1錦、そ
I の両脇に突起がl樹配ずつ配置される.01:本部に区画文が2翠技施
される

口唇に装詩的な影り込みがめぐり、突起が配置される (4錨残存)

59 口縁部内町一めくる体一一伽れる l
未揚載 I1 頚器産下の破損部には突語が配概される可龍性がある。口径の約

3分の l残存。

60 未掲載
口軽に装飾的な彰号込みがめぐる o 1本部に配置丈が2単{立議され
る。到部直下の薮損部には突起が記重される可ムレ比日必マ

口唇iこ議鋳的な彫り込みがめぐるc 頚部に文様が擁される。強部
61 未揚載 I 直下の議接部には突起が配獲される可能性がある。口窪の約3分

の1残害c

む;未掲載 I1 I 口替に装飾的な彫ち込みがめぐる ο 頚部と{本部の境に突恕が1笛
配寵される。

日特に装飾的な彫り込みがめぐり、突起が4伺配置される 頭部
63 I 糊125pI 1 Iと体部の境に小さな突起を両協に持つ大型の提起が車量される o

体部に区説文が4単位施される c

口唇に装飾的な彫り込みがめぐり、突起が配霊される (2個残存九

64 I :1. -125p 1 I口縁部内両にii:線がl条め仏頚部と体部の境に刺突が2条め|
ぐ号、その陛下に小さな突起を問脇に持つ大型の突起が配置され

る。体部に堅商文が4単位施される。

明戸遺跡観繋農 (3) 
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縄文LR

縄文RL

題文LR

縄文LIミ

縄文LR

縄文LR

縄文LR

縄文LR

縄文LR

縄文LR

器幅

(cm) 

(有蕪 11.0 : (12.7) 

;脊 i祇 I(14必 07β〉

|有|無 I 20.7 23.3 

|無 I (12.5) I 15.2 

!宥無(17.2) I 18.9 

有摂 12.0 13.0 

有 l無|叫(16.7)

有無 I 18.2 21.5 

有|紫 1(11ぶ I 19.3 

縄文LR I 在;禁 14.4 15β 

縄文LR 有|無 11.1 I 12.6 

縄文RL 有 i無 I 14.7 15.3 



番 概 報 器 赤 器商 l器幅
報告:警の 特 徴 地文

モ主コF ページ数 形 彩 cc迎 (cm)

主本

口唇に装飾的な彫り込みがめぐる。謀者15と体部の境にせ、さな突起

1同661| 未掲載
を謂轄に持つ大型の突起が突短が配盤されるc 体部に区頭文が3 縄文LIミ 宥 無 8.7 9.4 
単{立擁される。

口唇に装鋳治な彫り込みがめぐり、突結が41嶺配寵される C 頭部
側125p I と体蔀の境に小さな突起を跨脇;二持つ大獲の突起が配置される。 縄文LR 無 7.9 9.5 

体部に艶霞文が2単位麗される。

11唇に装詩的な彫り込みがめぐり、突恕が配撹される (3偶残存)。

67 未掲載 謀部に文語が施され、その直下に車11突がめぐる O 体部に配罷丈が 縄文LR 有 14.9 
3単位施される c

口容に装飾的な彫り込みがめぐり、突進詰が2個配置される。頭部

68 未掲載 I 
と体部の境に小さな突起を両脇に持つ大型の突起が配置される O

縄文LR 右 熊 (13.3) 15.1 
体部に配置丈が3単位施される。体部と台部の墳に突起が4個配

置される O

日経に装飾的な彫 1) 込みがめぐ号、突恕が4~閥抗離される c 口最
6ヲ 未掲載 I 部内面に沈嫌がi条めぐる。 と{本部の境;こ突起が11題担童さ 縄文LR 有 室経 く10.8) 11.6 

れるが剥離している c 体部;こ配置丈が3単位擁される c

:口容に装詩的な影り込みがめぐる 口縁器内認に詑裁が1条めぐ

70 -23p 1 る 頚部と体部の境に突起が11罷記置される c 体きstこ区画文が2 縄文L玄 有 無 10.7 13.1 
準金籍される。

口唇に装鋳的な彰持込みがめぐり、突起が配寵されるほ舗残存)。

71 去掲載 I 頚部に文犠が施されるつ頚部と体部の境に小さな突起を関脇に持 縄文LR 有 秘 12.5 (15.6) 
つ大型の突起が配罷される。日夜の約3分の 1残存。

72 未掲載
小波状口縁である。口縁部内闘に沈織が1条。頭部と体部の境に

縄文LR 有無!(10.3) 14.5 
突起がl個配置されるが剥離している。

日野に装飾的な彫り込みがめぐる。頭部に文様が施される G 体

73 未掲載 部に配慨文が2単位施される。外面が磨滅しており文操が見え 無文 続 15.0 (20.9) 

にくい。

74 来掲載 I 
日韓lこ突恕 (2偶残存)が配置される。室長;誌に2髄l対の文様が

縄文LR 金安 右 (5.4) 13.8 
8単位施される c 口径の約2分の 1残存。

円75 未掲義 I 
小波状口縁である。口縁部内冨にj主義がl条めぐる。 体認

縄文RL 者 無! 10.2 12.9 
の壊に突起が5f題配覆される。

76 未掲載 立 小液状口縁である。口緩誌のj主義内に軒突がめぐる 縄文LR 宥 舞 (8.5) 21.3 

小技試口総である c 口縁部内面に沈毅が 1条めぐる 類部度下

77 未搭載 耳 の議議誌には突認が配壁される可能性がある。 D誌の約4分の 縄文LR 有 蕪 (10.8) (14.0) 
1残存。

78 未掲載 E 
口容に装飾的な彫り込みがめぐる G 口縁部の沈隷内に刺突がめぐ

縄文LR l 有 鑑 (5.4) 15.6 
り、突組がl偶配置される。口縁部内面に沈繰が1条めぐる O

口唇に装飾的な彫り込みがめぐる O 口縁部の沈綿聞に車IJ突がめ

79 J~-23p H 
ぐり、その直ドに突起が1個配置されるが剥離している。日縁

縄文LR 有蕪(17.0) 17.7 
部内面にi:t線が 1条めぐる。体部に 2個 1対の配置文が2単位
摘される。

80 ~工 -23p 小法状口縁である 口総部;こ突起が1慣艶寵される 口総部内面
縄文LR 有 主を 9.6 11.2 

'1:; -64p に沈線が1条めぐる O

苫-23p 小波状口縁である G 口縁部に突起が1謡記覆される。口縁部内謡
縄文LR 右 盤81 @ 立

にj主総が之条めぐる。-64p 

82 未需載 立
口容に装能的会影り込みがめぐる。口縁部に突起が1標高己壁さ
れる。

縄文LR 金正 10.1 10.8 

83 未掲載 E 
小波状日縁である C 口縁誌に突起が1檀配置される c 口縁部内閣

縄文LR 有 主If: (7.0) 12.3 
に沈線が1条めぐる

工-23p 口唇に装飾的な彫り込みがめぐる c 口縁部に突起が1欄配置され
縄文LR 有 鉦84 E 

る。日縁部内闘に沈線が1条めぐる O
9.3 8.7 

1:-64p 

85 工-23p H 日替に按飾的な彫り込みがめぐる。口縁部に大型の突起が1側、 縄文LR 有 主迂 10.1 13.1 
突起が3側配管費される O 体 flHこi自由I文が4単位施される。

明戸遺諦観察表 (4) 
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特 書室 地支
器高 j器幅

|詰|彩|(岨): (岨)

口唇;こ装飾的な彫号込みがめぐる O 体部に区画丈が3単位施され
i 86 I未掲載 II1 Iる 頚部直下の議接部にiま突起が配置される可能性がある 口密 縄文LR 子高 無 8.3 <10.7) 

の約3分の1残存立

日特に装飾的な彰り込みがめぐる 口諒部の沈線内に軒突がめぐ

87 I 未掲載 I1 Iる。突結が1i罷配置されるが鼓援しているこ体部;こ配議文が2単 縄文LR 有 無 (10.2) <16.4) 
位残存する c 口径の約3分のl残存c

88jZwl均
小波状口構である 日韓蔀に突定員が1個配置され、沈線直下に突
H 
短 (4個残存)が配穫される c

縄文LR

aヲ;ト 工 ~3p 豆 小波状口縁である 日縁部に突起が1謡、沈線直ドに突詔が8鯛[
j 間観される二

縄文RL 1;吾 i紙 I8.8 10.0 

90 来持載 II1 I 小波状日韓である c 仁1縁部に突起が1個、沈線直下に突起が2個
配置される

縄文RL [有|無 7.5 I 8.8 

91 I未掲載 II1 I 口唇;こUJ形突起が1幅、その亘下に突却が配置される (2側残存)
体蓄に区画丈が4単位擁される。口径の約3分のl残存c

縄文LR 10.9 

92 
小波状口縁である令日替に突起が31圏、その直下に突起が霞豊さ

縄文LR 11.0 
(2個残存人体部に横lこ連続する文様が施される

93 E 
民がめぐり、突走惑が5倍程言;される c 日韓器舟面に沈|

棋が1条めぐる
縄文京L i有|無 I10.5 I 11.2 

:b -125p I I1 I 口縁部内面に沈線が1条めぐる C 口容に発起が足量されている可
能性がある 3

題文RL l有蕪 I7.8 8同4

未掲載 II1 
口唇;こ山形突起が1i問、突起が5個配置されると日縁部内面に沈 i 縄文RL
繰が1条めぐるさ{本部に横に連続する文様が施される。

有;紫 I9.8 9.2 

米掲載 iI1 
口容に大型の突認が1個、突起が41霞詑置される 顕部と岸諸の

縄文RL ;有無! 6βI 8.0 
境に突起が5偲記量される 体部に区画丈が4単校越される C

未掲載
H 小波状口議である c 日縁部内訴に沈線が1条めぐる。体部と頭部
!の壌に突起が4倒配置される。 建支RL !有燕 8.3 10.1 

10.0 14.4 

頚部と体音ISの壌に大型の突起が11襲、突起(41閥残存)が型置き!縦縄文RL
れる C 合部に突起が8個配聾される

有|燕 9.2 I (13.8) 

鉢

口唇に突起が4個配置される c 口縁部の沈線;

される(2鱈残存)。頚部と{宇部の境に l
無文 I - I 青葉 I 16.8 20.0 

二瓦の突誌が交互に 3個ずつ配寵される C
ぐる。頚部と体部の境に突起が1個配置 縄文LR |畢 9.4 14.4 

される c

宵山守 口替に突起が4個配援され、
屈に沈離が1条めぐる。

丸底ε 無文 ;盆E 怨E 6.1 I 9.8 

]:. -124p 1個配霞される ん 11J¥.IIJ村山肌'-'J'ハ

文が施される。上段は11単{立残存、下段は8単位残存する c

口唇に装詩的な彫り込みがめぐるつ日替の詑毅内に妥当み目がめぐ;

り、その底下に突起が11間配寵される c 体部に2i同1対の配置文
縄文LR 有 ! 望号 I 10.0 I 15.4 

が2単位施される c 底部外出にノの字状と三三角形状の丈様によっ
てX宇状の降帯部が形成される 口径の約4分の3残孝子c

小波状口縁で、あると口縁部lこ沈線がめぐ'J、突起が61欝配聾され i
縄文RL 右?無 9.4 I 12.8 

口議器内福に沈線が1条めぐるc

小波状u誌である 口縁部iこ詫毅がめぐり、その重下に突砲が配
鶏丈RL |有習を i9.6 15.0 

されるCl~悶残存)

明戸遺静観察表情)
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109 
! I口唇に刻み目がめぐる。口縁部直下に突起が5偶配慢され、突超 l

剛124p V 1の左劉のみ沈線から伸びる三角形状の彫り込みが擁される c 口縁
部内在百に沈線がl条めぐる。体部に配童文が6単柱擁されるc

i小波状口縁である。口縁部に刻み目がめぐり、その産下に大裂の;110 来搭載¥!i /J- E-"-.I/" I----I'J~.... V.J ) .. ，，~'::::;~:;:.J ~~~~N I P-/'-~"'/ I 

突註が1皆、突恕が9強要三壁される。 I

口雲に小さな突認を縛蕗に持つ大望の突起が4留重己聾され、突起:
来揖載 Iv 1間に刻み目がめぐる念日縁部に沈議が5条めぐる c 底部近く{こ沈

援が1条めぐる。

口唇に小さな突起を両脇に持つ大型の突起が4情配置され、突起|
112 来掲載 v 関に刻み目がめぐる。口縁部に沈線が5条めぐり、沈線内に刻み

i目がめぐる c

個配置され、突起

間に刻み目がめぐる。日縁部内面にj尤線が1条めぐる。
113 

小法状口縁である c 口容にit隷が1条めぐる。口諒部に沈線が5
114 来掲載 V 条めぐ号、 i土議内に10-12摺を1親とした剥突がめぐるこ}支部近

! ;くに段差があり、その部分が磐かれる c

11151 *.f{!l~ v 1 口隷縮榔蔀誤;明が尚めく り 突鵠知控邸開問が柑珂宝唱重痘酷三115 ラ来長縄載 V 
2条吾が突慈のj二部に入号込んでいる。

11161 *.f{!l~ v 小護状口縁である。日縁部に沈毅がめぐ号、突超が4個閉ざれ116 米掲載 v
る。口謀部内樹に沈線が1条めぐる。

縄文LR

題文ま工

縄文LR

縄文LR

縄文RL

っd

一

Q
d

一

四

i

;
:
・

6

一
2

一

9

1
i

…

1ふ
…

'iA

》
、
…
;
'
…
問
。

:

-

Q
山

一

丘

一

5

4

、

‘

…

一

句

2
・aa

鍛
…
一
経
一
一
組
…

有

一

有

一

有

有|無 104.0)! 19.8 

害 i挺

羽状縄文

uミ 存 ; 主ま ! 15.8 
紅 I'H I ~ I 

縦縄文豆L ! .有 j無 1 11.0 

縄文RL 有(無 1 8.6 

l2.9 14.5 

18.1 

14.8 

11.2 

ァ i小波状口縁である。日縁部に沈線がめぐり、突起が4個配置され I l.f/.:!l-bR:f---.1.-T'IoT I __-I__A I-n-r I 117 米掲載 ¥T 7.1 -V^::;:;_:":r^^::~::~，t..;:'I::~~I~::~~'I::/: "'/ " -/ '¥ /'..~N ~ I~H~ L.I ~B~ r. ~ I 縦縄文RL1有|無 17.8 11.3 
|る。口縁部内面に沈線が1条めぐる。 I .'J".，.'r"t:o.............I.'-..LJ ! -M i 

= 4$  1 H !口唇に刻み日がめぐる。日縁部に沈線がめぐり、突起が配斑され I ，:，~~.(，æ~Ï\ T 118 !米掲載 I¥T 1----1 r::t:.."1-~::~~" ~-----''I'%J' WI''..-l/Lo m'，，''.J.... .，.j "¥ "/"  ，..A....~/" f=1L..LE!.， '1 "'" I縦縄文RL 有 無 10.5 1 16.1 
I Y る(1個残存)。

1191 米掲載 Iv小波状i二i縁である。内掘に沈線が1条めぐるc ! 縄文まL

口署に刻み昌がめぐると口縁部にit隷がめぐり、突起が41器配醤
1201 -124p 1 V 1される O 突起の左韻IJのみ沈緯からのぎる三角形状の影ち込みが詫; 縄文Lま

される。哀部近くに沈裁が1粂めぐるG

有;葉 9.2 I 14.5 

;ff I !!!¥ I 6.9 11.3 

;口縁部にj主義がめぐり、突起が艶寵されるは橿残存)c日縁部 j1211 米掲載 Iv ~:;~~_~~;;::~:.J-::，~ 'j， ̂JC!: I.J-r::1~~';;:4v'~ ¥i  1l!:!17.JCTTJc ~^^^^J 'I~PIJ I縦縄文武L 喜 無 9.4 
;内面にi主謀が1条めぐる。 1

小設状口縁である。口縁部に耕突がめぐり、その宣下に突起が11_i 122 未掲載 I¥7 I ~~~~~:~.:- UJ ~~3.:;::.~::::~/:~~~/ ~ ~ "/" ~ v/te-I ，-7Ç~N i 縄文民L 1有|無 110.5 
i髄配置される c 口縁部内i語に沈線が1条めぐる。 | | | | 

小波状口縁である c 口縁部に沈線がめぐり、沈線聞に刻み目がめ l l | 1231 必lp I V I ~，~1;'ln~~:;fr';，~~;'~~，::~;:~"1-~'~/;" ~ " -/" ]/L.lfIYtIH.J '-'l¥'Jvr l.._l'" ~/縄文LR結節 l 有 i 無 10.7 
ぐる。口縁部内面に沈線が 1 条めぐる'1''1:!o~.L..I.l'.JJ'~-1J::l I.J I 

口唇に突起が配置される (2側残存九口縁部に剥突がめぐり、そ 1，--1 '"' 1 
1241 未掲載 1v I 縄文LR I在;禁 18.5 

の宣下に突起が1個配置されるc 口縁部内面に沈韓が1条めぐる。 I-n I ~ I 

14.8 

13.0 

13.2 

11.5 

I 'T'1' I 口唇に刻み目がめぐる。口縁認の沈線鵠に科突がめぐり、その衷!1251 泊124pI V I -r)~;;: ::~ ~;; ~ ~:~ ~ : ~A :;  ，，'4'-~l""./ l/L.ifjYt I~" .. '-/I'y /'" '" 縄文LR
1-' 1 i下i二突起が4留費三重される。 I

1 "" 1 1片口の鉢である。口容i二突諮が41諮配寵されるc 突起簡にi主総が(1261幸-1240I v I !1 J.....4 v/wr;::~ ::;，~~~~_~:~~~: 1lt!Jr:1lJiBi...-/iv"aJ0 ;7Ç !\.!:I ÇlJV-t/L~N 縄文RL
: ν1 Y Iめぐる。口縁部内面に沈毅がめぐる c

1271 来場載 1v I 口唇に突起が配量される (2韻桟存)。 縄文LR

u~ 7.6 
喜蕪 7.8

干市云

10.6 

11.5 

11.4 

128 15.2 

129 

小説状日韓である。口縁部iこ沈線がめぐり、突起が配置される (4

-21p 1 v 1 f囲残存)。突起の左側のみ沈線からのびる三角形状の彫り込みが|
施 される。!

I H 1 小波状口縁である O 口縁部に沈線がめぐり、突程が4個配置され
-127D i V ! 
ν るO 内面に沈線が1条めぐる。

1301 未掲載 時 平韓である c 突起や沈諜が施され会いc

131 来掲載 I¥3 司王縁であるc 突起や沈線が越されをい合

l1321 -124p I立「小液状口縁である c 日韓誌にi械がめぐる。

-21D 
1133 γ ゐ i¥11 1平隷である。突起や詑議が識されない。
iι-64p 

条痕

縄文LR

有|無

有[燕 21.7 23.2 

蕪 I15.3 I 17.4 

禁 115.7 1 18.9 

縄文RL i有
縄文LR 1 

; 議文工技 j有;無 12.3

縄文設工 i有 i

134 -124p ¥1 小波状口縁である c 口縁部に配殻丈が6単位施される C
羽状縄文

LR 
RL 

8.2 

。δ
o

δ

ハ
υ

A

斗
A

1
B
よ

市

E
i

円
台
U

F

A

1

U

Q
山

l
噌

E
E巴府

知

枇

…

無有

13.1 
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一
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剛

オ
甘
い
お
と

4

闇

品
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一

概
報
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一

番

号

一

鉢

特徴
‘口回
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J
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化
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炭
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物
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135 -25p 立:zp;子飾的な勝同みがめぐる 3 口縁部に羊蹴文がア単位残|
136 工・21p '-11 小波状口禄である c 口属に突起が4個配置される。
一一一一寸 i 

，，"A -U:1~ ~ Trr I口唇に突起が配置される(2個残存L底部近くに沈線が2条め i
1371 未掲載 I ¥1 I /]'J~J 'W- ぐる。

可内01 I PT  1口唇に突起が配聞きれる (3個残存)。口縁部内聞に沈線がl条
1381 未掲載 1¥1 1 
山丸山 i iめぐる c

1391 未掲載 I¥:1 I小波状号縁である c 日縁部内面に沈麓がI条めぐる

[立川、献口計瓦口縁部に沈隷がめぐるc一一

繍 ¥1 口唇iこ弱みEがめぐる。部近くに沈譲治1'1条竺全

142 未掲載 ¥1 口縁部がタト反する c 内面・外面に赤彩が晃られる C

i化 l 口唇に突起が4翻配置されるこ突起詩に刺突と沈織による装誌が
1431 .芯鵬1240 日 l 
|ゃ νi iめぐる守口縁部に羊歯状文が施される 3

(口唇に沈離が l条めぐり、突起が配置される(1倒残存L 口縁
1441 心-25p I ¥1 I部に変形工字文が施される ο 口縁部内面に沈線がl条めぐる C 補

|修孔が1鋼残存する。

z F:;; 
縄文LR

縄文LR

縄文LR

縄文京L

祭文

縄文LR

有|慨 1 10.1 

っ
川
一
即
4
.
M

一円
j

m
一
弘
一
&

純
一
一
線
二
加
熱
一
斉
縦
一

有
一
有
一
右
一
線
… 5.1 

12.5 

12.6 

11.7 

9.2 

9.1 

立5 18.7 

縄文LR 1 … i摂 I(11.5) I (28お

浅鉢

l 体部こ輯文治支持f討議される=丸底c

1146 *1&f(口縁部の加に織がめく凶器に配童文が2帥されふ1461 奈掲載 I1 
/I....J .... J~ えまo

Z-24p 1 I体部に配童文が持脱される c 丸底

l口縁部の沈線内に刺突がめぐる c体部に配景文がア単位絡されるこ
148 米掲載 11 

i i '"  1 丸底土

凶 -24pI1 I体部に配置文州単価される c 丸底。
-65p 

け品部門前If州制仇/

1501 未掲載

l叫未掲載

帆ノJるC 体部に配置文が1単位残存する C 丸底。1 I日
日窪の約3分の 1残存3

口縁者五の沈畿内に科突がめぐる合体部に配撞丈がl車位残存する O
1 I 
え互主乙 o控の約3分の l残存。
o隷きr~ に斡突がめぐる。棒蔀に寵童文が 1 単位残存するョえ底。
口径の約3分の 1残存コ

内面盆外聞ともによく磨かれている。

口縁部の沈線内に刺突がめぐる。体部に配置文がl単位残存するc
丸属。日経の約4分の l残存。

口縁部の沈線内に刺突がめぐる。口縁部内閣に沈線がl条めぐる o 1 

体部に配鐙文が4単位施される c

口議音rsに沈線と耕突による装鮪が8総施される C 文様苦は2段に l

分かれてお号、上段iこ辻車罷文が3当支柱、下設立iま配置文が5準
設諒される。え底c

載

載

掲

掲
米

未

ハ
1

J

4
叫

…

m
m
d

m
吋

υ

剛
吋

υ

…

側

同

J
V

口縁部の沈議開;ニ斡突がめぐるof本部に蛇置丈が4
丸底σ

159 

広

:::日
縄文ほ ;無(無

縄文LR 無[無

縄文LR

縄文LR

縄文LIミ

熊丈

縄文LR

縄文LR

縄立LR

燕|有

蕪 j蕪

j 紫;禁

j 禁:有

盤一鑑

…

盤

…

鑑

一

…
、
、
〉
J

f

Q
U
一
A
U
G
.
u

…声。

oδ

一
τ

i

q

J

o

δ

可

1
4

一
つ
白

1
i
一

方

i

町

一

J
J
6

、、、

一

千

j

i

j

j

;

;

ρ
h
v

一

o

δ

1

i

o

o

p
O

一
ρ

h

v

m

D

F

O

6.2 I 18.0 

6.7 1 (21.5) 

5.8 (18.3) 

(5.5) I (即)I 

5.1 (17β) 

!日韓に議締約な膨り込みがめぐり、突般が6韻配霞される。体部 i
158 米掲載 :::~::::~:，，~::';~~~~~F;'-'"./ '¥ '~， /，，~hI VI~ J:lt...l!2.，--lI v~~:) r-r-l-JtJ I 縄文LR

iに配慣文が11単位施きれる。丸底。 I

|口縁部の沈線内に刺突がめぐる。体部に配置文が2単位施される。
拘 II 1 縄文LR 無 l 無 5.0yI 1 I丸成。 I

1 T 1口容に突起が配置されるは欄残存)口縁部の沈隷内に刺突が I1= I 1=  I 1601 未掲載 I 1 I J--l ~-~-/"-/:::~~ì~~~~-2~L';~ ~~J-1~~~~~W7 ~~~~tJ~/b~U;:7~~~~-;I~~;'~ 縄文LR I ~旺|無 1 3.7 
I -'- I めぐる 3 体部に配貴丈が 3 単{立残存する z 口f去の約 2 分の l 残存'1"ü~.l...;'.l\.

未掲載 I1 I岩部近くに沈線が1条めぐる。 I 棋丈 |無 無

来搭載(立(日穏に突恕が2錨思量される。 I 無文 j箕 燕

:口穏に装鮪鈴な影ち込みがめぐるc 口縁部内童話に沈毅が1条めぐ I <-m -'-T "r> I lrrr 1 -1260 立 ~---J C::l t_~~I，，~~';~:~ .x.:~.::.~~ ~~ ~ ~::~.~;~t-~=::~~:::':~: :，-j ~ I 縄文LIミ ;埜 i盤
ド る。体部に区頭文が3単位接される。成部舟語に段差がある。
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番 概 報 器
地 よ 化物民山

赤 器高 器幅
報告書の 特 徴

(cm) (cm) モ仁ヨF 
ページ数 方3 彩

浅鉢

164 未掲載 E 
口唇に装飾的な彫り込みがめぐり、突起が4個配置される C 口縁

縄文LR 生正 有 5.6 17.9 
部内面に沈線が1条がめぐる C 体部に区画文が4単位施される O

165 未掲載 E 
口唇に突起 (2個残存)が配置される C 体部に配置文が4単位施

縄文LR 1 4Hr: 15.5 
される O

166 
主-23p

E 
口唇に山形突起が1個、二又の突起が2個配置される c 口縁部に

縄文RL 無
~-65p 刺突がめぐり、突起が配置される (4個残存)c 

有 I 6.5 I 12.7 

167 
X-24p 

E 
口唇に楕円形の彫り込みがめぐる C 口縁部内面に沈椋が 1条め

縄文RL 鉦 無 5.0 12.5 
~-65p ぐる O

口唇部に突起が配置され (7個残存)、突起間に沈親・刻み目が
168 未掲載 E めぐる O 口縁部に沈椋がめぐり、突起が4個配置される O 体部に 縄文LR 主正 無 6.0 12.2 

配置文が4単位施される C 丸底。

口唇に装飾的な彫り込みがめぐる C 体部に突起が1個配置され、
169 $ー25p 町 配置丈が2単位施される O 台部に弧線による文様が4単位施され 縄文LR 主正 有 I 9.6 16.0 

るC 口縁部が屈曲している C

皿

170 未掲載
口唇に装飾的な彫り込みがめぐる C 口縁部内面に沈線が1条がめ

縄文LR 生正 鉦 7.9 (32.0) 
ぐる O 体部に配置丈が4単位施される C 口径の約4分の l残存。

171 未掲載
口唇に装飾的な彫り込みがめぐる。体部に区画文が3単位施され

縄文LR 鉦 鉦 6.7 30.5 
るO 底部内面に沈椋が1条めぐる O 口径の約3分の2残存c

172 未掲載
口唇に装飾的な彫り込みがめぐる C 体部に配置丈が2単位施され

縄文LR 鉦 有 5.6 23.8 
るC 底部内面に段差がある C

173 未掲載
口唇に装飾的な彫り込みがめぐる O 口縁部内面に沈線が1条めぐ

無文 鉦 鉦 2.2 9.3 
るC 体部に配置丈が4単位残存c 底部内面に沈線が1条めぐる C

174 未掲載 I 
口唇に装飾的な彫り込みがめぐる O 口縁部内面に沈椋が1条めぐ

縄文LR 主正 無 4.2 16.8 
るG 体部に区画文が3単位施される O 口径の約2分の l残存。

口唇に装飾的な彫り込みがめぐる O 口縁部内面に沈椋が1条めぐ

175 未掲載 I るO 体部に配置文が2単位施される O 底部内面に沈椋が1条めぐ 縄文LR (6.5) (22.0) 
るC 口径の約2分の l残存。

口唇に3個1組の突起が9個配置され、突起間に刻み目がめぐる C
176 未掲載 I 

体部に区画文が2単位施される C 底部内面に沈線が2条めぐる C
無文 主正 有 4.3 15.0 

177 未掲載 I 口唇に沈線が1条めぐる c 底部近くに沈線が1条めぐる c 無文 主正 生正 3.4 13.0 

178 未掲載 I 
口唇に突起が配置され(6個残存)、突起聞に短沈椋がめぐる O

縄文LR 鉦 鉦 4.1 21.4 
体部に配置丈が7単位施される C 底部内面に沈線が1条めぐる O

179 未掲載
口唇に突起が配置され (2個残存)、突起間に沈線がめぐる O 体

縄文LR 主正 有 4.4 23.5 
部に配置丈が7単位施される O 底部内面に沈椋が1条めぐる O

180 未掲載
口唇に突起 (3個残存)が配置される。口縁部に刺突がめぐる O

縄文LR 主正 主正 3.7 (15.0) 
体部に配置丈が2単位残存する C 口径の約2分の l残存。

181 未掲載
口唇に突起が6個配置され、突起間に沈線が1条めぐる C 体部に

縄文LR 鉦 鉦 6.2 24.1 
配置丈が3単位施される O 底部内面に沈線が1条めぐる O

未掲載

|口唇に装飾的な彫り込みがめぐる O 口縁部内面に沈線が1条めぐ
縄文LR 鉦182 I るO 体部に配置丈が4単位施される O 体部内面に沈線が1条めぐ 主正 3.4 12.4 

るC 口径の約3分の l残存。

183 未掲載
口唇に装飾的な彫り込みがめぐる C 体部に配置丈が5単位施さ

縄文LR 鉦 鉦 3.1 12.4 
れる O

184 
くC-24p 口唇に沈線が1条めぐる O 口縁部内面に沈線が1条めぐる C 体部

縄文LR 生正 鉦 :J.:J 22.2 
@-65p に配置文が4単位施される O

185 
工-24p

I 
口唇に沈棋が1条めぐる C 体部に配置丈が3単位施される C 底部

縄文LR 鉦 有 4.9 21.5 
~-65p 内面に沈椋が1条めぐる O

186 X-24p I 
口唇に沈線が1条めぐる O 体部に配置丈が3単位施され、うち 1

縄文LR 無 鉦 4.0 16.9 
単位は他と形が異なる O 底部内面に段差がある O
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香 境報 赤
地文 灰化物報告書の 特 f設

(cm) I (cm) 
号 ページ数 彩

墨

口替に沈綾が1条めぐる [J縁部F言語に沈線が1条ぬぐる。棒部
187 未掲載 I iこ配議文が4単位誌される C 表部内語に沈線がl条めぐる。口謹 縄文L設 禁 ;在 5.6 (26.0) 

の約2分の 1残存。

188 未掲載 I 口容に沈線がl条めぐる苧体部に区画文がz単位議されるヰ 縄文LR 禁;禁 4.7 18.6 

189 玄駒126p I 
口軽に突越が51聞配覆され、突起間に沈穣がめぐる。体部に区岡

縄文LR 蕪有 4.5 22.3 
文が3単位施される。底部内面に段差がある。

日鮮に装飾的な彫り込みがめぐり、突起が配置されるは儲残存)。

190 米掲載 突組聞に刺突がめぐるこ口縁部内面に沈報がl条めぐる。体部に 縄文LR 主登 主正 5.9 25.0 
配間文が8単位施される c

口容に装飾的な彫り込みがめぐり、大小の突起が配蹴される(14
191 未掲載 個残存)。体部に配置文が7単位施される 底部内面に沈線がl 縄文LR 主主‘ 主正 5.8 22.6 

条めぐる c

口鮮に突恕が3慣配量され、沈譲・車IJ突がめぐる。沈線は刺突に
192 来掲載 対E与するように影り込みを付加される O 体部に配置文が6上手投施 縄文RL 蕪 主任

される 内面に縄文が施された陸苦が1条めぐる

口轄に;尤議・科突がめぐる Q i土隷i立科突に対応するように彫り込
1ラ3 -12るp みを持揺される f本部iこ亙画文が3単位議される。体部内i主iに沈 縄文RL 鑑盤 5.4 1 25.2 

議が1条めぐる Q [J径の主主2分のl残存。
→ 

突恕が配重され(21璽残存〉、沈毅・剥突がめぐる i.尤殺
194 -126p I は朝突と対応するように彰り込みを討加される。底部内屈にj主義 縄文L豆 主差 金釜

が2条めぐる c

匝 -126p 内出・タト樹ともによく磨かれている。 紫文 経 有 3‘5 

196 未掲載 立
口縁部内面に沈鰻が1条めぐる G体部に配霞文が10挙世擁される土

縄文L豆 主正 盤 5.1 18.1 
口筏の約2分の l残存c

日辱に装飾的な彫り込みがめぐるc 体部に区耐文が3単f!施され
197 玄剛126p m る 底部内聞に段差がある O 台部にi品毛さき状の文様が5単位施さ 蕪丈 柾 紙 <9.5) 17.5 

れ、その直下に突起が5個配置、突起聞に沈線がめぐる C

口容に装飾的な彫り込みがめぐる c 口縁部内耐に沈線がl条がめ

198 来掲載 期
ぐる。体部に横に連続する文雄が施される c 底部内闘に段差があ

無文 金正 有 10.0 18.7 
る。台部に弧線による文様が5卒位、三叉状の文様が5単位施さ
れる。三叉状の文様は2単世透かしにな でいる c

口唇に装飾的な彫り込みがめぐる 体部に艶龍文が3単位施され
無 I 7.1 199 未掲載 議

るつ底部内面に段差があるとi 口控の約2分の i残答。
縄文LR 主任 12.4 

国底聖部曲内子L知面てLに、的な彫り込みがめぐる。文様帯が2段あι 口縁部が 無文 無在 (5.3) <20.9) 
る。

がある C 禁文 :主義;畿 日 11.0 
笈て三笈~ 

202 来掲載 1 頚部と体部の境に沈穣がめぐち突程が1舗艶寵される c 縄文LR 主登 禁 I(39β) I 32.3 

203 未掲載 I 
口容に突揺が配置される(2摺残存人類部と体部の境に段差が

縄文LR 紫 金廷 29.る 23.7 
あり、突起がl個配置される

204 未掲載 頭部と体部の境に段差がある。 無文 盤 蕪 (16.0)I 15.2 

205 剛124p
口唇に2個l組の突起が11樹配置される c 口縁部内耐に沈線が1

無文 無 生徒 12.3 12.1 
条めぐる O

口縁に2偶l組の突起が1個配慣される 日縁部内耐に沈線がl
無文 銀ー 鉦 10.2 9.6 

条めぐる c 底部に四脚がつくっ

207 -124p 口替に突起が1個配置される。 無文 主配 査長 10.8 9.2 
H 

無!燕 9.8208 工-22p 口唇にj尤隷が1条めぐる c 頭部とf本部の境に沈線が1条めぐる O 縄文LR 11.1 

209 李・124p 口縁部内面 l条めぐる 頭部と体部の墳に段差があるつ 蕪文 10.3 

210 欄22p 立
口唇:こ沈隷が1条めぐる 3 頚音sとf本部の墳に経帯が1条めぐ 1)、

蕪文 無在 11.5 12.8 
突起が4密室三重される O 突起需に題沈擁がめぐる c

211 働22p 立
頚蔀と体慈の境に量苦が1条めぐ 1)、完結が41謡記重される苧突

無無無文文文 | 無無無 | 無無有 | ((887却| 89且64 2 

話題に;主義がめぐる。底部にi主総が丸く議される。

212 未謁載 立 体誌に配置文が5単位施される G 成部近くに沈線が1条めぐるc

213 -22p 立 謀部と予本部の境にi主義がめぐり、突誌が1鵠配置される合

明戸灘跡観察喪 (9) 
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番;概報;器:
i報告書の j
号!ペ…ジ数 j形

笈定

特数 地丈
一
日
閥
、
1
J

器

化

高

凶
器

白

赤

彩
長
化
物

E2141工剛22p

12151 -22p 

i体部と頚部の境に沈綾がめぐる c 外面がよく謄かれている。

宣 i頭部と悼部の境に沈繰が1条めぐる G

燕文

無文

!無 l無 I 7.5 ' 7.5 

l蕪 l有 I11.0 ; 

工-220
2161 二 r I II I頚部と体部の境に沈離が2条めぐる。底部に沈線が丸く施される。
:6 -65p 

2171 くι65p1II 1頚部と体部の境に沈練がl条めぐる。

I TT I口径の半分に装飾的な彫り込みがめぐり、突粧が5倒配置される
218 1 -220 I II I 

-......1-' 1 II 1 底部と体部の境に沈線がめぐる c

頚部と体部の境に隆帝が 1条めぐり、突超が l糊配置される
2191 剛124p! II I 

丸底c

無文

無丈

無文

無文 無 i有 <7.8) I 立8

m 工-22p ml口唇に突起が5個配置されるむ頭部直下に械がめぐる。師近;縦縄文紅;省 無 :ω110.3 
-64p = 1くに沈毅がl条めぐる C

!日唇に突起が81個配置され、突起聞に短沈隷がめぐる c 日縁部内
221 網124ひ ml

1-' =1一面iこ沈議が1条めぐる C 底部近くに沈線が1条めぐる

m 日唇;こ突起が配聾される (2額残存人体部見掛丈が2単位残(222 未掲載;臨 i
存する c

223-22pTTT 晴こ次大
2詑23f---f--欝 i?詑尤線が1条めぐる c 宥蔀に蕎丹彰の文様がき準金、体罷iこ壌に連
;玄i-64p 読する文誌が§準金譲される。ま部近くに沈隷が2条めぐると

i2ぉ1 出 pl主)口霧器内語に詑議会主1条めぐるつ
12251公 12勾;罫;口縁言[S内部こ沈議会宝l条めぐる 3

22到来掲載 j罫;日韓部内面こ沈線が1条めぐるc 頚部に詑線がl条めぐる。

1.<- 1，，， 1頭部と棒部の境i二突走塁が1f屋書記置される c 体部下半にアスブアル
22引来掲載 IN I 
I /I'J~'"""" I iトによる補穆壌があるつ

2281ι124p 1百 頭部と体部の境に設差がある。

-220 I N 
229ト壬 L一一一頚部と体部の墳が明瞭でない。
|欄65p

口唇に小さな突起を再脇に持つ大型の突起が配置される O 突起問

2301流-124p I N に沈線がめぐる。頭部と体部の境に突起がl個配置され、沈線が

2条めぐる

231 I 未掲載 I N 1頭部と体部の境に突起がl個配置される 3

2321 米掲載 I N I 頭部と体部の境に段差がある。

233 米掲載 N 頭部と体部の境に段差がある0

234-125p N 頚部と体部の境に段差がある。

1-22ひ
235 N 口唇に突起が2個配置される。頭部と体部の境に段差がある。
-64p 

経:蕪 14.71 15.7 

.6) I ー

縄文L設 j燕!紫 I 11.5 10.6 

議縄文部- I紫!紫 114.8 I 13β 

縦縄文設L 1無紫 113.8 13.0 

縦縄文武L 1無蕪 I13.4 I 12.9 

縄文LR 無知 118.0 1 19.0 

縄文LR 紙!無 I17.5 I 14.7 

縄文RL ~ I ~ 10.9 I 9.o 

縄文RL

縄文LR

縄文RL

無文

摂丈

縄文LR

無|無 11.81 10.7 

無 l無(10.4)I 12.0 

無 l蕪 (8.0)I 11.9 

!無 l無 8.4 1 9.1 

無(紫 9.1 1 9.5 

紫(挺 16.01 13.0 

頚部と体部の境に珪苦がl条めぐ号、突起が1領配聾される=底 1 _ I i ， n~ 
m jd V j部にコブ状の突起が4髄配置される。 義文 ;紫;無 13.6 I 山

I T!  I頭部と体誌の壌のi尤綾・耗突がめぐるこ体部に配童文が2単位建
237 来掲載 Iv I 

; ;存する。口密の約3分の2残存c

".... I '7 I口容に小さな突起を再蕗に持つ大型の突起が配置される。丈謙吾
2381玄附1260I v I 
ぃ γi Y が之段あ号、上段・下設ともに喜三童文が2単位詫される c
来語載 I V I口唇;こ突起が11題夜童される。霊長誌と体蓄の境に段差がある c

室長部と千本部の壊に突詰が1彊霞置される c 底部にコブ状の西興が i
づく c持きplま内面会、ら押し出されて形成される=

底部に段差がある乙タト面がよく警かれているむ

I ，，，. L1季語に沈線が1条めぐるこ体部に霊童文が4単位擁される ζ 外国
2421玄-12501 ¥1 ! νi の剥離が目立つc

2431 未掲載|日{口容に沈議がl条めぐる。外面がよく割当れる。 i

'H I PT  I 日経に装繭的な彫り込みがめぐる=頭部と体部の境に突起がl個 1
2441 主剛210 1 ¥1 1 

i ν1  H 1配讃される。体部に配置丈が4単位施される。 I

縄文LR I無:緊 10.81 8.0 

封
一
一
制
一
散

無:く19必 112.7 

無:燕 (11.5)

燕丈

無新 (9.8)

燕燕!(10.5) I 23β 

無 i.有

無|有

(19.3) 

無文

無文

無文

12.0 13.8 

17.7 25.3 !?燕|有

明戸遺跡観察表 (10)
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u--4 

寸

l
ム



:番 概 報 器
報告替の 特 徴

号 ベ…ジ数 背三

i主口

|体部上半に配置文が4単位施きれる c 肩部に装飾的な彫り込みが

245 来揚載 I めぐ号、突恕が2{欝記重されるこ注口誌の局関心突起が4髄霊童
される cf本部下学に横に連続する文様が擁される。

口唇に装飾的な膨り込みがめぐり、突起が3摺配壁される。体蔀

246 情126p I 
上手に配置文が3単位施される 3 百部に装飾的な諮り込みがめぐ
り、突起が2鯛配i置される C 注口部の開聞に突起が4儲配量され
る。体部下半に檎に連続する文様が施される c

体部 i二半に配置文が1単位残存する。肩部に狭飾的な彫り込みが
24i 未掲載 I めぐり、突組(l個残存)が配置される。 注日部の上下に突起が

2倍程置される。体部下手に横に連続する文識が施される O

体部上手iこ配壁文が3単{立誌される 弱誌に装錨的な彫り込みが
248 倫126p I めぐ与、突起が2{顎配聾される。 詑口部の!諮問に突怒が4留記置

:される c 体部下半に横に連続する:支援が擁される。

口唇に突起が配識されるは個残存〉 体部上半iこ配置丈が3単

249 米掲載 I 
f立施される c 屑部に装飾的な彫り込みがめぐ 1)、突起が2悟配聾
される。 u:口部の上下に突起が2個配置されるこ体部下半に横iこ
連続する文様が施される。

肩部に装飾的な彫り込みがめぐり、突起が配置される(l個残存)c 

250 米掲載 i主口部の周期に発起が4個配置される O 体部下半に横に連続する
文様が読される。

仁i唇に装簸的な彰り込みがめぐり、車11突が絡される c 口縁部内面

251 来搭載 I 
に沈譲が1条約ぐる。捧部上手;こ艶童文が2単位残存する。肩部
iこ装詩的な欝り込みがめぐ号、突起が詑鐘される(3彊残存〉。
突起関に料突がめぐる。体部下半に擁立連続する文議が詫される c

口容に突組が4個配置され、突起間に沈線・料突がめぐる c 訪韓
部内面に沈線が1条めぐる c体部t半に配置文が4単位施される。

252 幽126p E 肩部に装飾的な膨り込みと刺突がめぐり、突起が7個配置されるの
注口部の左右に突起が2個配置される。体部下半に横に連続する
文掠が擁される

;支掠辻、粘土が貼IJfすけられているために不明瞭であるが、記E主
253 主柵126p 歪 文が 2 単{立の可能性がある。注口音~の関閣に突起が 3 僅配置され

るc 手本部に突恕が2覆記童される。

口容に小さな突起を爵F協に持つ大型の突認が配置される。 n縁部

254 剛126p E 
の龍帯上に突起が6髄配量され、表Ijみ がめぐる c 注口部の局西
に突起が4欄配置される c 体部に突恕が2儲配置され、区画文が
4単位施される c 体部下半にアスフアルトによる補修痕がある c

脊伊

頭部に装飾的な突起が施される。{本部上半は突起・刻み目を伴う

255 隆帯があり、その関に透かし彫りの文織が施される C 肩部に装飾

的な彫り込みがめぐる G 体部下半に艶讃文が3単位施される c

捧部上字詰突恕・刻み自を{辛う隆警があ号、その需に透かし第り

M 米搭載 の文様が施されるこ言誌に装詩的な彰与 iるみがめぐる。件部下手
に配i賀丈が2単位施される c

口唇に3個1組の突起が4側配置される c 頚部に陵情が2条めぐり、大型の突起
257が4個、突起が8個配置されるむ体部に配置丈が3単位施される。縄文原体の太
きが体部上半・下半で異なる。

明戸遺静観察表 (11) 
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地 主 |詰炭|赤彩
器高 器幅

(cm) (cm) 

縄文LR 無|無 (9.0) ¥16.0) 

縄文LR 鮭 主廷 立3 16.5 

縄文LR 鮭 無 (7.6) 14.6 

縄文LR 銀 : 金廷 (i.3) 15.3 

無文 5.7 8.9 

縄文LR 鉦 鉦 (10.4) 22.0 

縄文LR 主廷 主歪 11.0 ! 19.0 

縄文RL 主正 無 10.9 16.9 

縄文LR 鑑 有 8.6 11.7 

縄文設L 盤 葉 9.1 10.4 

無文 無|蕪叫 m

無文



II.青森県外ヶ浜町宇鉄遺跡出土の

亀ヶ岡式土器と石刀について

山田敏子・藤沼邦彦



II.青森県外ヶ浜町字鉄遺跡出土の亀ヶ両式土器と石刀について

j
 
i
 

- -藤沼邦彦

話じめに

ここでは外ヶ浜昨大山ふるさと資料蕗に保管されている宇鉄遺跡出土資料のうち、 との関連

を考える上で重要と思われる土器と石万について、実調IJ図で学術資料化し、紹介しようとするもので

ある O 主要な文様については、その構成・単位、描く)11貢序などを分かりやすくするために、拓本展開図・

展開模式図などを作成したむ東北大学哉の石万は、すでに突出国が公表されているが、新たな観点か

ら実棋囲と拓本国を作成したものである C

宇鉄遺諒の位憲、環境

宇鉄遺跡は、 ヶ浜町字三厩 -上ノ平)にある

晩期から弥生時1t中期にかけての広大な遺跡である。この地は、津軽半島の北端にあたり、

龍飛崎から南東にわずか6kmしか離れていない。周辺はほとんどが山地で、平坦部は海岸に沿ったわ

ずかな部分にしか見られない。宇鉄遺跡は、こうした害軽海峡に臨む標高約20メートルのやや平盟な

海岸段丘上に立地し、遺跡に立。と、晴れた日には対岸の北海道渡島半島を遠望できるむ

宇鉄遺跡では、これまで工事による遺物の出土がしばしばあ号、また襲応義塾大学・ー

-青森県立鶏土館などによる発掘調査なども行われているc しかし、学校建設や付近の道路工事

などにより、地形が大きく改変されているので、地層上からそれぞれの遺物出土地・

などを確認するのは関難である会ともかく現在の三露中学校付近一帯が宇鉄遺跡であり、学校に隣

る姻地には、広く している。

申鉄遺跡の調査史

明治34年発行の「日本石器時代人民造物発見地名表(第三版)

東津軽郡三厩村大字宇鉄若斧Jの記事がみえるが、

ち(青森県遺跡、地国〈平成10年度版)j)、現在の宇鉄遺跡に

⑤喜田貞吉が見た宇鉄遺蕗の出土品

明薙な宇鉄遺跡に関する

若林勝邦の報告として、

僚は、縄文時代の遺跨が10ケ所あ

はいかない。

は、喜田貞吉の「大正乙丑宇鉄遊記抄J(喜田1930)である

三厩村宇鉄地方を調査旅行した時の見開録で、宇鉄遺跡のこれは、喜田が大正乙丑 (14)

に関する興味深いエピソー

き的にまとめてみよう。(

石器時代の遺物が出土し、神官北

る収集された遺物は、

なった(種市1962)0遺物

で為るj完全な内反りの石万が本あった

を介して、三震村村長から

状と寄贈された遺物の写真が贈呈された

海に面した高台

(種市1962)も参考にして、以下に

を建設するときに多数の

によって収集された(種市1962)。これが現在の字鉄遺跡、で

を目的に宇鉄を訪れた東北大学の喜田貞吉の注意するところと

い。そのなかに

毘1930)。中これら

された。 (4)大学から

田1930)0この感諸問犬と

に天下の珍と云ってよ

の主要なものは、

に対し、大学総長の

は、長く宇鉄小学校

されていたが(葛西1996には、感謝状の内容・遺物の写真が掲載されている)、その後、

に移り、現在は外ヶ浜II!T大山ふるさと資料館に収蔵されている O なお、東北大学

された資料は、東北大学文学部考古学研究窓の陳列館で見ることができる(東北大学文学部1982)

「大正乙丑宇鉄遊記抄Jによって、宇鉄遺跡は学界に広く知られるようになった{善事

1962) 

月

i
句

a
i

2
2・・4



また、第2次世界大戦後まもない昭和24年に行われた宇鉄小学校の増築の際にも、遺跡の一部が破

壊され、多数の土器が出土したという(種市1962)0

饗応義塾大学考古学研究室の発掘調査(担当、藤田亮策.~毒水潤三)

昭和初年に宇鉄中学校が増築されたため、宇鉄遺蹟:の主要部が破壊され、多数の遺物が出土したコ

に拝う工事完了後に、創平をまぬがれた校葉北鵠の部分に、長さ

10メ…トル×幅4メートルのトレンチを設定し、 4日開発掘調査した。そして黒土層から完形品を

ふくむ晩期の遺物の集中地点を発見し、多数の土器(完形品目点・復元可龍なもの20点を含むト石

器・土製品を採集したO 清水によると「丹漆塗りの壷、台付鉢やj主口、皿形には優れた雲形文様で飾

られた精巧なものも見られるが、全般的に見ると、著しく粗製であり、整形も粗雑、焼成も不良のも

のが多いのを特色とすることが出来るJという(撞市1962)。また、「土器辻大混 BC、国 C1式を主と

し、大柄B，同A式系統の土器辻ほとんど認めちれなかった(ただし地点を却にして大洞A式系統の

も出土する)。また完形土器はトレンチ内に 3又は4舗の集閉をなしていた令亀ヶ揖式遺諒で、辻

このような現象が一般的であるが、その理由はト分明らかにされていないc

れが一種の宗教的な祭壇の如きものの跡ではないかと

1959) 

$青森果立郵土館の発掘調査

されるにいたったJと

よって、そ

もある u青水

青森県の弥生文化の研究と ため lこ、 4 次(昭和問~52年、昭和62年)

にわたって調査を行ったもので、すでに報告書が刊行されている(青森県立鶏土館1979・1989)0主

は、弥生時代前・中期の土坑墓11基・斐詰基4基で、内部から副葬品として土器(カップ形土器・

、装身具(細形管玉・勾玉)、石鎌などが出土した。これらは北東北における弥生時代の墓制

を明らかにする資料として閣の重要文化財の指定を受けた。また遺物包含層からも多数の弥生時代の

した。

う三厩村教育委員会による発掘調査

1回昌は詔和57年に行われた。村道建設工事に伴うものである C

時代中期末~後期初頭の遺物を中心に、晩期の大福 C2式と大混え

されなかったが、

した aー

1983)むこの報告書の内容は簡袈なものである

2回目は平成5・6年に行われた。統廃合による三既中学校の校舎や野球場などの工事に詳うもの

で、発掘地点はA.B.Cの立地点である o A区は、縄文時代後期の竪穴住居跡6軒・土坑3基など

が検出され、後期の土器が多数出土した。晩期の土器はごく少数である(葛西1994)0 B区では、縄

文時代晩期の竪穴住岩跡2軒・竪穴遺構 1基・土坑21悲・埋設土器2基・集荷遺構6基・焼土遺構6品・

ブロック 5ヶ所などが発見されたや選勝の土産積麗を基本層f立で分けると、大混 C1式から大

詔K式まで署{立的に上下関採で出土するというむまた、各遺物審集ブロック関にも型式の違い

られる部分もあるという(葛西1996)0 しかし、各型式のモデルが擾先されているため、

るいはブロック単位の土器群の内容の吟味が不十分なように思われる(慈西1996L C区では、

時代中期の捨て場1ヶ所、晩期の土器埋設遺構などが検出された。土器は中期のものが多く、次いで

晩期の大洞 C2式や後期の土器が出土した(葛西1995)

青森短期大学による発掘調査

伴う 3地区の発掘調査における成果を捕完するために行ったものである。報告者によると、

した土器はダンボー)!-21自分あり、「これらの土器辻、大混 C1式~At 式に担当し、

も下位のIIj層から最も上位の立 ab層にかけて部分的な重なりを見せながら連続的に

を確認した」という(児玉・相馬2004)0 しかし、それを証明するためには、層位ごと

のくらいの割合で含まれているかを数字で示す必要があろう O

118-
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紹介資料について(第95--111関)

ここで紹介する遺物は、すべて縄文時弐晩期の資料で、出土の経緯や材費によって三大別される O

(図 1~33) は、昭和24年の宇鉄小学校や昭和初年の宇鉄中学校の校舎増改築工事で出土といわれ

る土器群である O 長く三厩村宇設中学校や三厩村中央公民館で保管され、一部は展示されていた。

な記述が:三厩村誌jに見られ、『宇鼓車遺勤:発掘調査報告書jにも小さな写真が載っているが、

毘などは未発表であった(一部は、福田正宏の論文に実測図が掲載されている入現在は外ヶ浜

町大山ふるさと資料館に収載されている c なるべく晩期中・後葉のものを選んだが、前葉のものも若

干含めた。事(関36----49)は、平成5‘6年に三厩村教育委員会によって発掘調査され、すでに報告

書が刊行された土器群であるひ報告書では、文様の展開図が示されていないので、あらたに拓本をとり、

文様展開図の模式国などを紹介したむ実測図は報告書のものを転載した G ミ主)(関34・35・50)

である。二つは宇鉄中学校で保管していたもの(図34・3目、もう 4 つは大正12年に出土し、喜田貞

吉を介して東北大学に寄贈されたもの(関50)である O いずれも大洞 C2式から大沼A式にかけての

ものと推定される c 境期の内反石刀の形態は、中国大慢の青銅万子の影響とされるが、むしろ仙台湾

で中期後葉に成立した内反ちの骨刀の系譜に繋がるものと考えた方がよいっ〈図50)の柄頭には二つ

の小円を中心に入組三叉文が表現される。また、見逃されることが多いが、棟の先議に沈線による小

さな文様が、柄頭の側面にVの彰が施されている
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③配置文の上に充填文をうめる。

10cm O 

⑤さらに充填文をうめる。

鉢(7)宇鉄遺跡
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鉢 (8~ 12) 宇鉄遺跡
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補修孔と推定される
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第98図宇鉄遺跡鉢 (13~18) 
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。
①配置文を 3単位配置する。

①区画文聞に充填文をうめる。

〆緑色4 、

、. 4‘ 

h 

。
②配置文に付加的要素を加え、

変化に富む区画文とする。

④さらに細かな充填文をうめ、

雲形文を完成させる。

⑤充填文のみを抜き出したもの。

大きな充填文は規則的に配置されて

いることが分かる。

O 
ー

第99図宇鉄遺跡浅鉢 (19)
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でコノ20

外面

アスフアルトで

補修されている。

21 内面

d 、

25 

第 100図宇鉄遺跡浅鉢(20)・壷(21~ 25) 
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第101図宇鉄遺跡査 (26)
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27 

28 

第 102図宇鉄遺跡壷 (27・28)
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①逆横S字文を 2単位配置する。
、、

、己¥ ー・' 〆 〆

、Jミとと- 一=ゴづ-::;:../"

③配置文聞に工字状の文様をうめる。

旬、

②配置文に横「しj文を加える。

④配置文の上に充填文をうめる。

⑤配置文の下に充填文をうめる。

O 

第 103図宇鉄遺跡査 (29・30)
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第104図宇鉄遺跡壷 (31-33) ・石万 (34・35)
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(36、37の実測図は葛西1996を利用。拓本、展開図は新たに作成。)
O 10cm 
1 r 

第105図宇鉄遺跡鉢 (36) ・浅鉢 (37)
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横C字文を配置するO

横C字文をかみ合わせる。

a、bの工程を経て、配置文が完成するO

(38の実測図は葛西1996を利用。拓本、展開図は新たに作成。)

10cm O 

浅鉢 (38)宇鉄遺跡
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41 

O 
，~~←コ

10cm 
~ー-.--
-・E・-ー....... (39~42の実測図は葛西1996 を利用。 展開図は新たに作成。)

第107図宇鉄遺跡浅鉢 (39-42)
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O 10cm 

(43~45の実測図は葛西1996 を利用。 展開図は新たに作成。) .--，-. 

第 108図宇鉄遺跡浅鉢(43)・壷(44・45)
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を配置する。

47 

(46、47の実測図は葛西1996を利用。拓本、展開図は新たに作成。)
o 10cm 
一-..-，~ーτーー~~-品ι2

壷 (46・47)宇鉄遺跡
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(48、49の実測図は葛西1996を利用。拓本は新たに作成。)

(体部上半)

o 10cm 
H=ーrT~-"F==!~~下」

第110図宇鉄遺跡注口 (48・49)
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石刀 (50)宇鉄遺跡
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二十器

特 護支 詩文 i

2 
j日縁部に沈殺がめぐる二頭部と体誌の壊に眼鏡状のi'f.X: 問 γγ幻体支

i菜鉢 れるご

3 鉢 口唇;二部分的に刻み目がつき、口縁部に羊歯状丈が施される

生 鉢 口唇に実IJみ廷がめぐる 口最龍に沈裁が3条、内面に 1条めぐる=

;) 
| 鉢 ;日昏lニ刻み目がめぐると口縁部に沈議と事IJ突がめぐり、

配置される。

6 ;鉢
日唇に2額一対の突起が41関記置される
が交互に配霞されるこ日縁部内面に沈線が1条め

口唇に実IJみ日がめぐるc 口縁部に沈線が3条めぐり
i |鉢 体部に沈刻による配5童文を詰き、充填支を加え

2 

8 鉢
口辱に沈線が1条、口縁部に之条めぐり、突起が配置される(5伺残害)。体
叩…吋-~--'-凶 (8 単位)がめぐるご底部近くに沈親が 2 条めぐる c

9 i鉢
…ゅWI'"v - l/ur~YJ'o. I" めぐり、突揺が 5 伺配龍される 口縁内面に沈裁がi条め
体部に工字文 (8単位)がめぐり、底部近くに詑隷が2条めぐる c

日唇に21誠一対の突起が配置される(21個残存)。口縁内面に沈線が1条め
101 鉢 ;頭部に沈線がめぐ号、そこに突起が配窒される 体部に工学文が施され、密蔀(縄文LR I 8.8 I (13β〉

近くに沈報が1条めぐるc

111 鉢 主任 邑8 I 9.6 

12 1 鉢 ;日縁部にj尤線がめぐ号、提起が5個艶蜜されると日練内面に沈線が1条めぐるコ
f本部に工学文(12単設)がめぐる。

縄文設LI (9.8) I 14.7 

131 鉢 l口唇に沈報が1条めぐる。口議部lこ沈線がめぐり、突起がS個配置される。 ET i縄文L豆 (7.6) I 12.5 
部上半に工字文 (6単位)がめぐる。

14 1誌

19 

20 

21 
で三三子
q可
~ 

台村鉢の台部の綾子7c 台部中央部にC学状の文様と三xA支の透かし子しが施され i
る その直下に列点がめぐる。底部近くに突起が1倒配置される。

経

合部下部に到点がめぐる 議修孔と思われる
主任

れるコ内耐・外語に奉彰がみられる

。体部;こ装詩的な区蘭丈を3単位記置しさらに充填文を加 1 -llta~T T"1. 
|縄文LR I 

させる。

るc 口縁部にit報が2条めぐり、底部に沈離がえく施される
底部内面に設が見られるつ内面。外語iこ赤彩がみられる c

22 室登 (言部に沈線が3条めぐる c 体部に黒擦が施される

23 

24 

25 
|口唇:こ沈毅が1条めぐ仏大小の突走惑が3
1 内面に 1条めぐる

26 
i 口報部に突起が3様、話部に41聞配寵される。体音[$に沈離による配寵文を捕
j充壌丈を加えて連続的会入額文械を完成させる c
ふ一一一一一一…

口頭部・底部欠損。頭部直下に突起が配置される(3鯛残存)。
よる配置丈を描き、充填丈を加えて連続的な入組文棋を完成させるコ

27 

! (21.4) 

12.9 

18.3 

16.8 

22.8 

10.0 

9.7 

15.8 

15.9 

( )は銭存、は後元の数億である c

宇鉄遺跡観察表(1 ) 
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番号 器種| 特 鍛 !地文
器高 器幅

(cm) (cm) 

!口頭部欠損c 謀部臨下に2個 4 対の突起が4個配置される。体部iニ沈刻による(
28 配置文を描き、充填文を加えて連続的な入組文様を完成させる。底部近くに沈 l 縄文LR 06.0) 17.7 

線がl条めぐる。

個一対の突起が寵寵される (2f関投存)c 体部に沈
29 、 えて連続的な入組文様を完成させる G 互支部 生後 (士号) 11.1 

近くにj主義が2条めぐるコ事彩法外面会体、内面察部持近にまでみられる。

|口頭部欠損。頚部直下に2個一対の突起が4伺配置されるc 体部に沈刻による l
30 配震文を描き、充撰文を加えて連続的会入組文様を完成させる。底部近くに沈 縄文LR (12.7) 16.2 

議が2条めぐる。

31 宝τ金宜ご・ 日頚部欠損な頚部直下に突起が寵寵され{1樹残存〉、体部上半に工学文がめ 縄文L1ミ (10.6) I 14.4 
ぐる O

32 雪量 ;肩部に工字文 00単位〉がめぐる O 磨滅が護士しいc 盤 I 11.1 13.4 

33 
口軽に突起が1摺配置される 無文で、赤彩が撞される。赤彩は外面全体、内

無 i 10.5 11.8 
面頭部村近にまでみられる C

36 
鉢 ;口議部に沈線が3条めぐる c 体部に渦巻状の文様が3単位擁される。成部近く
;こ沈線が3条めぐる C

縄文主L 10.1 15.5 

37 I 浅草本 体部に磨濯による配置文を2単笠配置し、充填丈を指え雲形文を完成させる。 縄文LR 7.3 19.7 

38 
浅鉢 口議部に沈様がめぐり、議鏡tえの浮文が8糧費三置される O 体部に;主主5による配
!童文を描き、光撰文を却えて連続的な入組文様を完成させる c

縄文RL 6.7 18.8 

39 i美鉢 口縁部に変影工学文 (4単位)がめぐる 底部近くに沈裁が2条めぐる c 主正 6.4 12.7 

40 浅鉢 ロ患に大小の突起が5傭配重されるο 口縁部に変形工字文 (4単{立)がめぐる。
.-~_. .脚下一一 縄文L豆 7.9 I 17.3 

口容に突起が4領、頭部と体部の境に観鏡状のi字文が81謹配霞される。体部iこ
十 -，-

41 浅鉢 工学文{8単役人台部に工学文 (4単位)がめぐる。内面・外聞に赤彰がみ 盤 10.9 20.3 
られるc

42 浅鉢 ;ヨ容に突起が4'1問、頭部と台部の境に設鏡:段の浮丈が8偶配重される。体部に
工字文 (8単位)がめぐる C 台部に工字文と透かし孔が施される c

主託 10.6 I 17β 

43 支鉢 口唇に大小の突起がうど1i.i二重三重される。頭部と手本部の境に眼鏡状の浮文が10 縄文RL
機控室される。体部に工学文(12単位)がめぐるc

(1l.8) 21.2 
…ト

;口鮮に突起が3鶴、頚部直下に4個書記聾される。体部の上設には区画文が3単;
位、下段には寵欝文が3単位配置され、それぞれに充填文を加え連続的な文犠 生涯

を構成する C

45 巾 口唇に突走塁が配置される c 体部に沈刻による艶置文を描器、充填文を加えて連 縄文LR
j 続的な人組文様を完或させる。成部近くに沈線が2条めぐる。 I

8.5 10.6 

日唇に大小の突起が5側、類部室下に突起が4髄配援される 体部にi主主u，こよ
46 宜τ企主~ る配童文を描急、充填文を加えて連続的な入組文様を完成させる。底部近くに 縄文L1ミ 16.1 16.5 

i主韓が1条めぐる

47 頚部直下に突認が51醤配置される C 手宇都iニ不規則な沈線文がめぐる ;縄文LR 10.6 I 12.0 

48 tE口
肩部に装銭的な彫り込みがめぐる c 注口部間関に突軽が4i間配置。体部上半に

縄文L豆 I(8.2) 15.2 
配重文が4単位、体部下学iこC学状の文様が点対幹に配置される O え議。

!羽唇に装飾的な影与込みがめぐり、注口誌の上の部分に突揺が3鏑配寵される。;

49 
持部に装飾的な彰 i)込みがめぐり、突起が10個配噴きれる。 注口部鹿閣に突

注口 起が2調書記聾される。体部上半に配置文が4単柱、{本部下半に配置文が4j単柱 縄文LR 7.1 19.1 

確される。丸底。

石刀

番号 部位 持 後 l柄伽形成|納部の献 i時|吋最大幅|最大厚
(cm) I (cm)ε湿)

34 橋~身
やや内反1)0棋援と柄の境が明確に影或される

断面差 ぷ口、 J耳~ 経 (23.1) 3.2 2.8 i1949. 5. 1久という注記が為るc

35 柄~身 やや内反り。柄頭と棋の境が明確に形成されるc
柄頭に弧線丈や三角形文が施される。

断閣議 長方形 |宥 (17.3) 2.7 

内反り C 棋頭;こ2個の小円を中心に入組三叉文
50 完形 が施されている。柄頭と柄の境、刃関が明確に 刃関 33.5 2.8 11.0 

形成されている。黒色でよく磨かれている。

( )は残存、< )は復元の数鐘である。

宇鉄遺跡観察表 (2)
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目青森県階上町滝端遺跡・寺下遺跡

出土の亀ヶ岡式土器について

磯前和己・藤沼邦彦



皿.青森県階上町滝端遺跡・寺下遺跡出土の亀ヶ岡式土器について

磯前和己・藤沼邦彦

O はじめに

弘前大学人文学部日本考古学ゼミナールでは、亀ヶ岡式土器の文様の研究を重要な課題として取り

上げ、亀ヶ岡式土器の実測図・文様展開図の作成を行っている O ここでは、階上町民俗資料収集館が

保管する滝端遺跡・寺下遺跡出土の土器を紹介する O この資料は、登切小学校の校長を勤めた柴田勝

三氏が採集し、階上町教育委員会に寄贈したものの一部である o r階上村誌j(正部家1977)に簡略な
図面が、『階上の遺跡j(村木2002)に一部の写真があるが、これを見て土器の文様構成・描く手順な

どを考察することはできないので、新たに実測図・拓本図・文様展開模式図などを作成した。

O 滝端遺跡・寺下遺跡の位置

両遺跡が所在する青森県三戸郡階上町は、青森県の東南端に位置し、東は長い海岸線で太平洋に臨

み、北と西は八戸市、南は岩手県の洋野町・軽米町に接している O 洋野町との境に釜える階上岳(標

高740m) の北麓に広がる標高110~150mほどの丘陵が、町の面積の大半を占めている o

①滝端遺跡は、階上町平内字滝端に所在し、町役場の南西7.5kmに位置する O 階上岳から派生した段

丘の広い平坦面(標高150~170m) に立地する縄文時代草創期・中期~晩期の大きな遺跡である o

平成9・10年に、階上町教育委員会が工事に伴う事前の発掘調査を行い、縄文時代草創期の集石

遺構1基・竪穴状遺構 1基、後期から晩期にかけての竪穴住居跡15軒・土坑(士坑墓を含む)68基・

埋設土器1基・焼土遺構1基を検出し、後期後葉から晩期中葉にかけての土器・土偶、岩版・石

器などの遺物が大量に出土した。晩期の土坑から製塩土器と見られるほぼ完形品に近い土器1個

が、また晩期の土坑墓から上顎の犬歯を抜歯した人骨が検出された(森2000)。

②寺下遺跡は、階上町赤保内字寺下に所在し、町役場の南東2.5kmに位置する O 現在の海岸線から約

4.5kmほど内陸部に入り込んだ地点にあり、標高約140~170mの平坦な丘陵上に立地する縄文時代

後・晩期から弥生時代にかけての大きな遺跡で、いくつかの地点貝塚が散在する O 平成16年に、

階上町教育委員会が、林道拡幅工事に伴う発掘調査を行い、縄文時代後期末から晩期中葉にかけ

ての竪穴住居跡11軒・士坑11基・捨て場(晩期中葉の貝層)が検出され、土器、石器、骨角漁具・

鹿角製腰飾り、石製装身具(玉・勾玉など)などが大量に出土した(文化庁2005)。

O 紹介する滝端遺跡と寺下遺跡の亀ヶ岡式土器

①滝端遺跡の亀ヶ岡式土器は16点である(図 1~ 16) 0大洞 C1式の特徴をそなえたものが多い。し

かし、菱形・渦巻文をもっ注口(図16)は大洞 BC式に、雲形文の皿(図11)は大洞 C2式に、工

字文の鉢(図8)は大洞A式に相当するものであろう O

②寺下遺跡の亀ヶ岡式土器は 1点である(図17)0丸底に近い浅鉢で、体部の文様帯には、区画文

と充填文によって構成された連続文様(雲形文)が描かれている O 大洞 C1式であろう D

主要な文献

01977年、正部家『階上村誌Jl、階上村教育委員会

02000年、森 淳『滝端遺跡発掘調査報告書-県営南の郷中山間地域総合整備事業に伴う埋蔵文化財

発掘調査-Jl、階上町教育委員会

02002年、村木淳『階上の遺跡J、階上町教育委員会

02005年、文化庁「発掘された日本列島2005.新発見考古速報J、朝日新聞社
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マ

①配置文を5単位施す。 ②充填文をうめる。

o 10cm 
=こ 当

第 112図滝端遺跡鉢(1)
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ヒ三三士主

第 113図滝端遺跡鉢 (2-4)
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5 

v 

①配置文を 2単位施す。 ②充填文をうめる。

O 10cm 
二二工二

第 114図滝端遣跡鉢 (5・6)
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突起

①区画文を 3単位施す。

②大型の充填文をうめる。

③さらに細かな充填文をうめる。

o 10cm 

第 115図滝端遺跡鉢 (7・8)
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②充填文をうめる。

①配置文を 3単位施す。

の↓匂た

主

し

こ

出

土

宗」

o
t

抜をみの文
田岡県+允③

 
10cm 

第 116図滝端遺跡浅鉢 (9) 
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d 

くゴ b 

第 117図滝端遺跡皿 (10・11)
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10cm 
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0 4 0 0

ヨ

輔 二 ∞ 図 山 訓 諜 師 事 剛 ( 4 N )
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‘ v 、ミ

- -二

①横C字形の文様を点対称に配置する。

‘ 

③充填文をうめる。

⑤充填文のみを抜き出したもの。

‘ 

"" 

②付加的要素を加え、配置文が

4単位完成する。

④さらに細かな充填文をうめる。

第 119図 12の文様の描き方
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第 120図 滝端遺跡査 (13)
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①配置文を 5単位施す。

②充填文をうめる。

①充填文のみを抜き出したもの。

配置文が点対称に施されていることがわかる。

第 121図 13の文様の描き方
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面佃v正面

注口部
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下半部16 

マ

上半部16 
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立
口

↑

口、王

下半部展開図16 16 

10cm O 

注口 (16)滝端遺跡
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第 123図



①弧線を点対称に組み合わせた区画文が

3単位施される。

②充填文をうめる。 ③充填文のみを抜き出したもの。

。
第 124図寺下遺跡浅鉢 (17)
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滝端遺跡

番号 器種 特 徴 地文 器高 器幅

口唇に装飾的な彫り込みがめぐり、突起が4個配置される O 口縁部内面に沈線

I 鉢
が I条めぐる O 頭部と体部の境に突起が4個配置される O 沈線間に刺突がめぐ

縄文LR 16.1 25.8 
るO 体部に磨消による配置文を 5単位配置し、充填丈を加え雲形文を完成させ

るO

2 鉢 片口の鉢である O 内面・外面に炭化物付着。 縄文LR 14.7 20.0 

口唇に装飾的な彫り込みがめぐり、大型の突起が4個、突起が4個配置される O

3 鉢
口縁部内面に沈線が I条めぐる O 頚部と体部の境に突起が]個配置される O 体

縄文LR (17.7) 22.3 
部に磨消による区画文を 2単位配置し、充填丈を加え雲形文を完成させる。内

面・外面に炭化物付着。

口唇に装飾的な彫り込みがめぐる O 頚部と体部の境に突起が I個配置されるが

4 鉢 剥離している O 沈線内に刺突がめぐる O 体部に磨消による区画文を 2単位配置 縄文LR 16.1 19.2 
し、充填丈を加え雲形文を完成させる O 内面・外面に炭化物付着。

口唇に装飾的な彫り込みがめぐり、突起が8個配置される。口縁部内面に沈線

が 1条めぐる O 頭部と体部の境に大型の突起が1個、突起が5個配置される O

5 鉢 沈線内に刺突がめぐる O 体部に磨消による配置文を 2単位配置し、充填丈を加 縄文LR 12.9 14.0 
え雲形文を完成させる O 体部と台部の境の沈線内に刺突がめぐる。台部に突起

が9個配置される O 内面・外面に炭化物付着。

口唇に装飾的な彫り込みがめぐり、突起が配置される(2個残存)。頚部と体

6 主本 部の境に大型の突起が I個、突起が2個配置される O 体部に磨消による区画文 縄文LR 15.3 15.0 
を3単位配置し、充填文を加え雲形文を完成させる。内面・外面に炭化物付着。

口唇に装飾的な彫り込みがめぐる O 口縁部に三叉状の文様が施され、その直下

7 鉢
の沈線内に刺突がめぐる O 口縁部内面に沈線が I条めぐる O 頚部と体部の境に

縄文LR 11.2 10.7 
突起が1個配置される O 体部に磨消による区画文を 3単位配置し、充填文を加
え雲形文を完成させる O 内面に炭化物付着。

8 鉢
口唇に突起が配置される(2個残存)。口縁部内面に沈線が I条。体部に突起

無文 (7.3) (16.1) 
が配置され(2個残存)、工字文が12単位施される O 口唇に漆が付着。

9 浅鉢
口唇に刺突がめぐる O 体部に磨消による配置文を 3単位配置し、充填文を加え

縄文LR 6.3 19.2 
雲形文を完成させる。補修孔が1箇所残存。内面がよく磨かれる O 丸底。

口唇に装飾的な彫り込みがめぐり、突起が5個配置される O 体部に磨消による

10 皿 配置文を 3単位配置し、充填文を加え雲形文を完成させる O 内面の底部近くに 縄文LR 6.3 24.2 
沈線が1条めぐる O

11 皿
口唇に装飾的な彫り込みがめぐる O 体部に磨消による配置文を 4単位配置し、

縄文LR 5.1 16.5 
充填文を加え雲形文を完成させる O

口唇に突起が配置され (7個残存)、その直下に突起が9個配置される O 頚部

と体部の境に隆帯が2条めぐる。上段の隆帯に大型の突起が5個、突起が5個

12 宜τ去互三? 配置される O 下段の隆帯に突起が10個配置される O 体部に磨消による配置文を 縄文RL 42.0 39.0 
4単位配置し、充填文を加え雲形文を完成させる O 縄文原体は体部上半と下半

で大きさが異なる O

13 宣τオコ:t干 頭部と体部の境に刺突がめぐる O 体部に磨消による配置文を 5単位配置し、充 縄文LR (29.2) 33.4 
填文を加え雲形文を完成させる O 縄文原体は体部上半と下半で大きさが異なる O

頭部と体部の境に沈線が4条あり、 2・3条目は突起間の短沈線である。 1条

14 宜τオ互コt干 目から 3条目にかけて突起が4個、 1条目と 2条目の間に突起が4個配置され 無文 19.0 20.2 
るO 体部に磨消による配置文を 5単位配置し、充填丈を加え雲形文を完成させ

るO 内面・外面が赤彩される。

15 宜τ去互三? 口唇に突起が2個、大型の突起が I個配置されるが剥離している。体部に磨消 縄文LR 16.8 15.0 
による配置文を 6単位配置し、充填文を加え雲形文を完成させる。丸底。

口唇に突起が配置される(3個残存)。口縁部に配置文が4単位残存。体部上

16 i主口 半に配置丈が8単位、体部下半に配置丈が6単位施される O 外面全体・口縁部 無文 11.1 13.0 
内面がよく磨かれ、光沢をもっ O

特徴

口縁部に沈線と刺突による装飾が施される(5組残存)0 体部に磨消による区
画文が3単位配置され、充填丈を加え雲形文を完成させる O 内面がよく磨かれ
る。丸底。

( )は残存、< >は復元の数値である O

滝端遺跡・寺下遺跡観察表
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w.東北地方各地の亀ヶ岡文化の
遺物について
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N.東北地方各地の亀ヶ岡文化の遺物について

秋山真吾・藤沼邦彦

O はじめに

弘前大学人文学部日本考古学ゼミナールでは、亀ヶ岡式土器の文様の研究を重要な課題のひとつと

して取り上げ、亀ヶ岡式土器の実測図・文様展開図の作成を行っているO そのため、機会あるたび各

地で出土している亀ヶ岡式土器などの実測図を作成しているが、遺跡ごとにまとまっていない資料も

含まれている O ここでは、そうした個別的な遺物についての実測図を紹介するもので、 10遺跡・ 19点

の遺物があるO ただし、④弘前市湯ノ沢遺跡と⑤鯵ヶ沢町大曲E号遺跡の出土品は、亀ヶ岡文化のも

のではなく、弥生土器である O

以下、遺跡ごとに紹介していく O

O 資料の紹介

①青森県上北郡東北町千曳遺跡出土の台付鉢・壷について(第125・126図)

青森県上北郡野辺地町にある野辺地町立歴史民俗資料館で展示されている資料であるO 野辺地町

長者久保遺跡の発見者として名高い角鹿扇三氏が、千曳遺跡で採集し、同資料館に寄贈したもので

ある(駒井知弘氏教示)0台付鉢(図 1)は大洞 C1~ C2式、壷(図2)は大洞 C2~A 式頃(いわ

ゆる聖山式に相当)のものである O

②青森県上北郡野辺地町陣場川原遺跡出土の注目について(第127図)

野辺地町立歴史民俗資料館で展示されている資料である O 野辺地町在住の瀬川滋氏が、陣場川原

遺跡で採集し、同資料館に寄贈したものである(駒井知弘氏教示)。この注目(図3)は大洞 C2式

に相当するものと思われるO なお、陣場川原遺跡は、昭和56年度に青森県埋蔵文化財調査センター

によって発掘調査され、縄文時代後期の土器を中心に、前期から晩期までの遺物が出土したが、量

は全体的に少なかった(青森県埋蔵文化財調査センター1983)0

③青森県弘前市薬師遺跡(薬師I号.rr号)出土の浅鉢・壷・注目について(第128-131図)
弘前市教育委員会で保管する資料である O 昭和33・35年に、弘前市教育委員会(担当、岩木山麓

埋蔵文化財緊急調査特別委員会)が発掘調査した資料の一部であるが、報告書(村越1968)には実

測図が掲載されていないので、実測図を作成したものである O 浅鉢(図4・5)は大洞 C1式に、査(図

6)は大洞 C2式に、査(図7)は大洞 C1式?に、短頚壷(図8) と注目(図9)は大洞A式に相当

するものと見られるO 短頚査(図8)の類例は、弘前市十腰内遺跡(杉山1928)・宮城県栗原市山王

遺跡(藤沼・小川2006)などにみられるが、頚部に複数の小さな貫通孔がある点まで共通する O

己主青森県弘前市湯ノ沢遺跡出土の鉢・浅鉢について(第132図)

弘前市教育委員会で保管する資料である O 昭和33年に、弘前市教育委員会(担当、岩木山麓埋蔵

文化財緊急調査特別委員会)が発掘調査した資料の一部である O 報告書(村越1968)に実測図が掲

載されているが、全体の文様を知るために、新たに実測図・展開拓本図を作成したものである o 3 

点(図10~12) とも、変形工字文をもっ弥生土器(砂沢式)である O 図11の2個一対の突起は、ク

マの頭部が向かい合った意匠であるO
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ま青森県鯵ケ沢町大曲田号遺跡出土の壷について(第133図)

弘前市教育委員会で保管する資料である c 昭和35年に、弘前市教育=委員会(担当、岩木山麓理議

文化財緊急調査特別委員会}が発掘調査した資料の一部であるむこの査(回13)は、報告書(村越

1968)に実測図が掲載されているが、全体の文様を知るために、新たに実務図・文様展開閣を作成し

たものである O 変形工字文と刺突丈で節られたこの資料は、弥生十:t~ (砂沢式)に相主する O

⑧青森県三戸町青鹿長根遺蕗出土の畿について(第134閲)

青森県立郷土館所蔵の践韻堂コレクションに含まれている査であるむ青寵長根遺跡は、馬淵川流

域に分布する縄文時代晩期の選時で、出土品は青森県立郷土館の況か八戸市博物館・一

-青森県立名久井農業高等学校などに所哉されているが、青森県立郷土館によってその多くが

資料化され報告されている〈青森県立郷土館1997) この査は体部上半に丁寧に工学文が施文され、

光沢もあ号、全体に整った美しい査となっている O 大i国A式土器である

己主奇森県青森甫宮田遺跡出土の広口壷について(第135図)

青森県立郷土館所蔵の底韻堂コレクションに含まれている資料である(青森県立郷土館1997)。

広口査とすべきか、あるい泣鉢に分類すべきか迷う形をしているが、あえて広口査に分類した3 宮

田遺謀は、青森市矢田培毘の台地上に為る縄文時代後期・晩期の遺跡で、

育委員会によゥて発揮調査されている(清水1955、青森市教育委員会1985)0なお、この遺跡は、

現在では長森遺跡と呼ばれている。この広口壷(国15)の体部上宇の文様苦には、装飾的な配置文

や充填丈が記され、横に大きく展開する連続的な雲形文が講或されているむ外面は赤i奈が塗布され

ているひ文様部の一部は後世の補修で復元されている 3 は大洞 C1式である O

事秋田県北秋田直接の沢遺跡出生の大型遮光器土器について(第136--139図)

桂の沢遺跡辻、北秋田市の森吉地底(根森田字桂の沢)にる与、阿仁川の支流である小又引の左

岸に影成された標高約100mの平坦な河岸段丘上に立地する遺跡、である中平成4年に、秋田市教育委

会〈担当、秋田県埋議文化財センター)が工事に伴う発掘調査を実施し、縄文時代早期から晩期

にいたる多数の遺構や遺物を発見した号境期の選講である捨て場からは、大j同3式から大洞C2式に

かけての多数の遺物が出土したが、その中心を占めるのは大潟 C1式土器という c すでに報告書〈秋

田県閣議文化財センタ…1994)が刊行されているが、土器については、拓本図はあるが実測留はなく、

中途半損な内容となっている。ここで紹介しようとする遮光器土偶も、小さな写真はあるが、

は記載されていない。まだ、誰も実湖国を作成したものはいないとのことであったので、亀ヶ

化研究センターのミニ特別展「森吉山麓の亀ヶ掲文化Jに借用展示したのを機会に実溺揺を作成したc

この土鵠ほ、晩期の捨て場から発見された。土偶の形態・文様から考えて、捨て場の遺物の中心

を占める大詞 C1式期のものである O その大きな特徴は、岳連光器土偶としても大型品であること G

残存蔀の大きさは、高さ26.0cmx幅28.2cmx厚さ14.2cmで、ある。もとの大きさを推定すると、

ちく高さは、 40cm'まあると思われる中空に待られていること。器壁は大きさの割に薄く、体部

で、O.6cmで、あるむ内面には、製作時の粘土紐の慧み上げ痕が観察される(写真参黒)。また、乳房の

部分は、為ちかじめ内部から押し出して形成しており、乳毘を表現する位震が、粘土紐

る段階で、すでに設定されていたことを示す興味深い資料である(写真、実測困の断面国を

に赤彩が見られることむこの土璃は全体的に害減しているが、赤彩がよく残っており、当

は全身が真赤であったことがよく分かる

そのf告の春色として、(1)顔面はさらに粘土を貼り付けて、その上を沈線などで加工して表現して
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いる、 (2)目と目の聞には人中を表現したと思われる縦の沈線がある、 (3)口は小さく窪んで、いる

貫通していない、日の下に突起状のものがみられる、耳は粘土紐を渦巻き状に貼り付け、ぞれ

を沈椋で縁取りして表現されている、 (6)頭頂部は欠損しているが、残存部から王冠状であったこと

が分かる、問磨かれた肩部には、突起をもっ2条の降帯がめぐり、その形態は、大j同

頚きI~装蘇に共通する点がある、 (8)体部の文様は、大混 C1式土器の雲形文に共通する点が多い、 (9)

乳震や手首の表現法小型である、などを上げることができる

$宮城県大崎直天王寺遺勝出土の徳和j形壷について(第1締罰)

|日岩出山町上野呂字上石田

て岡場整備が行われた時

し、広い段丘上に立地する縄文時代技・境期の

ら晩期中葉の土器などが多数出土した。とく遺跡である

に大洞BC--C2式の土器が多く見られたようである O ここに紹介する土器も、個人がその時に採集

したもの

一面

る。図17は、数少ない形の雲形文をもっ大洞 C1式の徳利形の査である O 図18~土、

された大洞BC式の徳、手Ij形の査である O

§宮城県大Ib議事北小松・西岩田遺跨出土の騨付鉢にづいて〈第141図)

北小松・酉岩田遺罫辻、 i呂田尻町小松字屋敷浦に所在し、低い丘陵から沖護地にかけて立地する

縄文時代晩期の遺跡である。 i中讃壇の部分には遺物を含む;足農震が発達し、本蕗な

片が克られたことがあるC獣骨もよく保存され、抜龍人骨も採集されている(興野目的)0ここに

紹介する脚付鉢は個人によって採集され、補惨された大型品である C 口縁部と東部付近に平行義的

な工字文がめぐり、底部には隆帯による十字状の文犠が付されるO 騨は欠けた部分があるが、本来

は4個あった。大洞A式である O

各遺跡の主襲な文献

01928年、杉山寿栄男?日本原始工芸ム

ヲ55年a、治水i国三「青森県東津軽都宮

「青森県東津軽蔀宮

日本考古学年報3、日

日本考吉学年報4、日

01959年、興野義 I江合JlI流域の石器時代文化J11虫台鶏士研究19-3、

01968年、村越 潔はか?岩木山一岩本山麓在代遺欝発掘調査報告書j、

01970年、興野義一・遠藤智一「宮城県玉作郡岩出山町考吉学遺諒Jr岩出山町史j下
01983年、青森県埋蔵文化財調査センタ… f松原遺跡・樟場川原遺跡・槻ノ木遺跡 県営芋久保・馬

門地区 一一般農道整備予定地内埋蔵文化財発掘調査報告書-、青森県埋蔵文化封調査

01985年、梅谷睦正・山岸英夫 青森市の文化財、青森市教育委員会

合側年、青森県埋蔵文化財調査センタ…日との誇り・亀ヶ同文化 縄文時代晩期編J、図説「ふる

さと青森の壁史Jシリーズ事、青森県文化財保護協会

牧田県埋蔑文化財センタ-rt全の沢遺罫発援調査報告書…/ト諮問仁前田停車場線地方道改

に葬る埋蔵文イヒ財発掘調査づ秋田黒理議文化財調査報告書247

01996年、青森県立郵士舘 コレクション

01997年、青森県立郷土館?馬淵!日流域の遺跡調査報告書L

01998年、宮城県教育委員会

02006年、藤沼邦彦・小川忠博「ミニ特別展(亀ヶ嗣文化の世界Jの関録j、弘前大学人文学詰日本

考古学研究室研究報告3、弘前大学人文学部附属亀ヶ同文化研究センター
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10cm 

第 125図千曳遺跡鉢 (1) 
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①横S字形の配置文を 2単位配置する。 ②横 S字形にかみ合う文様を配置する。

①配置文聞に工の字文をうめる。 @隙間に沈線を施す。

⑤ム字文・沈線をうめる。

O 10cm 

第 126図千曳遺跡壷 (2)
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ひ

3正面

3側面
注口部の位置

3底面
注口部の位置

3体部下半

↑ 3体部上半
注口部の位置

o 10cm 
ト一寸ー一 千 ι←一寸「

第127図陣場川原遺跡注口 (3)
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宅~弾三

区画文が4単位施される。

ミーpf
配置文が2単位施される。

J 

o 10cm 
F---rーーー~-lーー~7ー==

第 128図薬師遺跡浅鉢 (4・5)
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G 

7 

~ 

第 129図薬師遺跡壷 (6・7)
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10cm 



8 

第 130図薬師遺跡査 (8) 
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体部の文様



JvL 

体部下半の文様

J 

肩部の文様

'一ー一割占、、
A

'
 

、
d'

体部下半と底部の文様

O 10cm 

第 131図薬師遺跡注口 (9) 

←ー--I ー l 一一回

-164 -



10 

L 
昔、

〆
1・也、。

第 132図湯ノ沢遺跡鉢 (10)・浅鉢(11・12)
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10cm 



13 

O 10cm 
「寸士三=コ

第 133図大曲E号遺跡壷 (13)
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O 

第 134図青鹿長根遺跡萱 (14)
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よ〉

10cm 
三主三



ゼs'

15 

‘突起

O 10cm 

第135図富田遺跡査 (15)
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正面図

目は復元的に表現した(写真参照)。

¥ 

正面の断面図

O 10cm 
E 

第136図桂の沢遺跡大型遮光器土偶 (16)
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側面図

目は復元的に表現した (写真参照)。

戸、 ---~. 一、

にζ言ク d 

/ラ

第137図桂の沢遺跡大型遮光器土偶 (16)

-170 -

背面図

¥ 

側面の断面図

O 10cm 
二孟工二



正面

背面

第138図桂の沢遺跡大型遮光器土偶 (16)
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内面

乳房の部分を内佃1]から凹ませている。

側面

第139図桂の沢遺跡大型遮光器土偶 (16)
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17 

その後に短い沈線を施す。
o 10cm 
ド中 i-r=一「一干」

第 140図天王寺遺跡壷 (17・18)

q
J
 

ウ

i
-
E
A
 



¥」一一一 ---戸
J 
〆

19 

第 141図北小松・西岩田遺跡鉢 (19)

-174-

①平行沈線を施す。

ニニ=-::} tτ一一ニ ウ 〔

②沈線聞に隆帯部をつくる。

三F空空翌八三三
①短沈線を加えて工字状の

文様が完成する。

10cm 



亀ヶ同式土器

|番号|遺跡名|器援( 特喜重 |地文 器高 器輯

口唇に装飾的な彫ち込みがめぐり、突走塁が8鶴瓶置されるc 議部と

干支 ! 鉢 I体部の壌には刺突がめぐ号、大型の突起が1f器配置される。体部に ;縄文LR I 14.2 1 15.7 
磨消による区画文を 3単{立記重し、充横文を主IJえ雲形文を完成させ
るO 内面・タ全面;こ農イヒ物が付着。

口替に装飾があるが、破損しているためわかりにくい。口縁部内樹

2 : 千曳 | 壷 (に沈嬢が2条めぐる。体誌に沈刻による毘童文を描き、充填文を加| 蕪文 I 10.4 I 9.9 
えて連続的な入組文操を完成させる。底部近くに沈繰が1条めぐる。

体部上半に現世文が4単{立議される。肩部には装鋳的な彫り込みが
3 |陣場111原;注口 lめぐり、突認が配置される o ~本部下半にはそれぞれ形の異なる配置 縄文日 I(7.9) I 17.4 

文が施されるc

口容に装飾的な影り

4 薬部 l浅鉢 i擁し、さらに充填文を加えて雲形文を完成させる。内面はよく壌か[縄文LR I 生き I 17.8 
れる。内面・

5 | 薬師 I i支鉢 i日縁部外語に車u突がめぐる。体部に装飾的な詑置文を 2単柱施し、
さらに充填文令指えて雲形文を完或させるの内面がよく磨かれるc

縄文LR 5.5 I 18.告

口容に大型の突起が1鋼、小型の突躍が21国記置される。突詰問に
G j 薬部 l 壷 iは沈線がめぐる o 2条の平行沈緯で文様祭を維に忍耐し、開に菰隷 l縄文LR 14.1 I 16.0 

が加えられるつ底部近くに設菜があり、その諸分が壌かれる。

7 祭文 12.5 I 14.3 

s 薬師 !擁される。体部はX字状の峰帯でi豆窃られ、その聞に工学文が施さ| 蕪文 1 12.1 15.6 

口容に突起が4個配概され、刻目がめぐる。口謀部主主下の沈韓関iこ

9 薬蹄 ;注口 l刺突がめぐる。体部上半に配費文が4単位施される。韓誌に突超が i縄文LR
配関され、妻昔話がめぐる o 1主口部法剥離している。 体部下半には工

6.4 I (10.5) 

字文が施される。察部lこはc*状の文議・耕突文が擁される。
101湯ノ沢 鉢 i 弥生土器。変形工字文が施される。縄文i主体部下半にのみ擁されるC I縄文LRI 6.6 

内冨・外語共lこよく屠かれるc
10.7 

11 !湯ノ沢;浅鉢!弥生土器。変形工字文が擁される。突組に熊の頭部告表現している I
内面・外語共iこよく騰かれる。

蕪文 7.9 I 21.8 

12 湯ノj尺 i i主鉢 j弥子主土器。変形工学文が施されるc 口縁部に突起が6髄配霞される C I 
内面・外面共によく欝かれるの

無文 I 10.6 I 24.7 

慨 I弥生土器c日韓に突起が61罷配欝される。頭部に辻穿孔が2箇所ある I縄文LR 19.3 1 17.1 
体部に変形工字文が施される。文様帯内には桝突が議される。

口唇に突越が4癌配置され、刻吾がめぐる。頚部直下の詑線内、体
14 青霊長椴 査 ;部の沈線内には科突が掬される。体器いは工字文が4単位擁される。| 無文 I 21.3 I 19.0 

全体が黒色でよく壌かれている O

広[]の査である。口容に装飾的な彫り込みがめぐる。阿部に突認が;

15 I 宮田 ! 壷 I 1樹配置される。体部に装鋒的な配置文を 4単位施し、さらに光壌 縄文LRI 16幽O
文を加えて彰文を完成させるc 外面全体に赤彩がみられる。 後世

26.2 

、

17 
文が4単位ずつ施される。弧鰻が点対称に葱み合う文様は上段と下

天王寺 i壷 i段で交互に撞される。破損している口特や護部直下には突起が配覆 縄文LR 16.2 I 8.7 

される可能性がある。

日唇に 21爵…対の突起が1筒所に配置される。体部と頭部の境に突
18 I天王寺 溜 ;起が1個配樫される。体部lこさ手歯状文が3段施され、上段は12単位、| 無文 I 14.8 I 9.6 

中設はs単位、下段は14単柱である。
口唇に;た型の突起が4儲、出影突起が4髄庇護される O 突越関にiま

19 : 鉢 |沈線がめぐる。口縁部と底部近くに平行線的な工字文がめぐるc 鹿 I黙無り節戻Rし I (21.3) I 37.9 
部には凶欝が{すき、十字状の睦警が擁される O

特鍛

本文156頁を参開。

( )法残存の数値セある。

東急地方各地の亀ヶ間文化の遺物 観察捜
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